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「
ヤ
イ
ヤ
イ
ヤ
イ
…
」

　

少
数
民
族
ヌ
バ
の
女
性
の
甲
高
い
歌
声
に
、

混
ざ
り
合
う
よ
う
に
笛
が
鳴
り
響
い
た
。汗

を
飛
び
散
ら
せ
、バ
ケ
ツ
や
皿
を
太
鼓
代
わ
り

に
リ
ズ
ム
を
刻
む
。全
身
に
ピ
ン
ク
や
白
の
粉

を
塗
り
た
く
っ
た
男
性
が
つ
え
を
振
り
か
ざ

し
、大
地
を
踏
み
続
け
る
。

　

２
０
０
５
年
６
月
、ス
ー
ダ
ン
中
部
ヌ
バ
山
地

の
村
ト
ロ
ジ
で
こ
ん
な
祭
り
が
三
日
三
晩
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。周
辺
の
村
か
ら
も
人
が
集
い
、

延
べ
数
千
人
が
参
加
し
た
。

　

名
も
な
き
こ
の
祭
り
が
行
わ
れ
た
の
は
、実

に
約
20
年
ぶ
り
だ
っ
た
。中
央
政
府（
北
部
）と

ス
ー
ダ
ン
人
民
解
放
運
動（
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ｍ
、南
部
）が

戦
い
、20
余
年
で
１
５
０
万
人
超
が
命
を
落
と

し
た
南
北
間
紛
争
。ヌ
バ
の
多
く
は
南
部
側
に

つ
い
た
が
、ト
ロ
ジ
な
ど
政
府
側
に
服
従
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
一
部
の
村
で
は
、ヌ
バ
の
結
束

を
そ
ぐ
た
め
に
、レ
ス
リ
ン
グ
や
身
体
装
飾
の

ほ
か
、祭
り
ま
で
も
が
禁
じ
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

　

こ
の
内
戦
は
05
年
１
月
の
和
平
合
意
で
一
応

の
区
切
り
を
迎
え
、ト
ロ
ジ
な
ど
の
支
配
権
は

中
央
政
府
か
ら
Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ｍ
側
に
順
次
戻
っ
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｌ
Ｍ
幹
部
イ
ゼ
キ
ル
氏
は
村
民
を
前
に

「
戦
い
は
終
わ
っ
た
。昼
も
夜
も
好
き
な
だ
け

踊
り
、自
分
を
解
き
放
と
う
」と
叫
び
、喝
さ

い
を
浴
び
た
。南
北
に
分
か
れ
て
戦
っ
た
兄
弟

や
親
戚
も
こ
の
日
再
会
を
果
た
し
、抱
き
合

い
、踊
り
明
か
し
た
。今
も
ど
こ
か
の
村
々
で
、

か
つ
て〝
禁
じ
ら
れ
た
祭
り
〞が
盛
大
に
行
わ

れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

﹁
禁
じ
ら
れ
た
祭
り
﹂
で

   
和
平
祝
う

6
月
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JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます

春夏秋冬

特集　

「禁じられた祭り」で和平祝う　スーダン

2015 約束の年

　つの宿題
MDGs、達成期限まであと5年－残された課題とJICAの取り組み－
貧困削減に住民の力を　インドネシア
地域ぐるみでお母さんと赤ちゃんを守る　バングラデシュ
人々に命の水を　サハラ以南アフリカ
MDGs達成に向け　立ち上がる市民 ！
MDGs達成に向け　立ち上がる企業 ！
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杉田 樹彦　経済基盤開発部 都市・地域開発グループ

世界のために循環型社会を実現しよう　徳島県吉野川市

本・映画・イベント

地球号の子どもたち 教室で世界の人を思いやる心をはぐくむ

貧困層の半減など“8つの宿題”を掲げ
るミレニアム開発目標（MDGs）。達成
期限である“約束の年”まで残された時
間はあと5年だ。
※MDGsのロゴは、NPO法人「ほっとけない 世界
のまずしさ」が作成。

表紙

ココロとココロ 
～届け 私たちの思い～

26 ケニアに健やかな地域社会を築くリーダーを　NPO法人アフリカ地域開発市民の会

8



June 2010                         0405                         June 2010

　

１
日
３
食
し
っ
か
り
食
べ
、
清
潔
な
服
を
着

て
学
校
や
仕
事
に
出
か
け
る
。
週
末
は
友
達
と

遊
ん
だ
り
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し
た
り
。
体
調

に
異
変
を
感
じ
れ
ば
病
院
で
治
療
を
受
け
る
。

　

私
た
ち
日
本
人
に
は
ご
く
当
た
り
前
の
こ
ん

な
日
常
だ
が
、
地
球
上
に
は
、
十
分
な
食
事
さ

え
取
れ
な
い
人
々
が
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
の

数
は
約
14
億
人
。
20
年
前
の
18
億
人
と
比
較
す

れ
ば
減
少
は
し
た
も
の
の
、
今
な
お
、
世
界
の

4
人
に
1
人
が
１
日
１
・
25
ド
ル
未
満
※
1
と

い
う
わ
ず
か
な
収
入
で
生
計
を
立
て
て
い
る
。

　

貧
困
は
な
ぜ
な
く
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
答
え
は
非
常
に
難
し
い
。
た
だ
言
え
る

の
は
、〝
貧
困
問
題
は
複
雑
で
解
決
が
困
難
〞

だ
と
い
う
こ
と
。
貧
困
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

重
な
り
合
っ
て
生
ま
れ
、
ど
れ
か
一
つ
の
要
因

を
取
り
除
い
た
と
こ
ろ
で
解
決
で
き
る
問
題
で

は
な
い
か
ら
だ
。

　

例
え
ば
、
途
上
国
の
人
々
が
直
面
す
る
モ
ノ

や
お
カ
ネ
が
な
い
と
い
う
状
態
。
こ
れ
は
健

康
不
良
や
教
育
水
準
の
低
下
を
招
き
、
さ
ら

に
は
労
働
生
産
性
を
低
下
さ
せ
る
。
ま
た
貧

困
は
、
人
々
を
社
会
的
に
孤
立
さ
せ
、
政
治

力
や
交
渉
力
も
減
少
、
小
さ
な
環
境
の
変
化

や
不
測
の
事
態
に
対
応
で
き
な
く
な
る
。
結

果
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
力
の
弱
い
彼
ら

は
、
状
況
改
善
の
た
め
の
リ
ス
ク
を
取
り
除

く
こ
と
が
で
き
ず
、
窮
乏
化
の
罠
に
陥
っ
て

し
ま
う
の
だ
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、
１
９
９

０
年
代
に
入
り
国
際
社
会
は
、
経
済
発
展
を

至
上
と
し
た
そ
れ
ま
で
の
援
助
か
ら
、
窮
乏
化

の
罠
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
〝
個
人
〞
を
中
心
に

据
え
教
育
や
保
健
医
療
と
い
っ
た
社
会
開
発

に
よ
り
力
点
を
置
い
た
援
助
へ
と
移
行
。
そ
の

流
れ
を
受
け
て
つ
く
ら
れ
た
の
が
「
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
（M

illennium
 Developm

ent 
Goals

：Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
だ
。
貧
困
削
減
、
教
育
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
保
健
医
療
、
環
境
な
ど
、
２
０

１
５
年
ま
で
に
世
界
全
体
で
達
成
す
べ
き
８
つ

の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
生
ま
れ
た
の
は
２
０
０
０
年
。

「
平
和
と
安
全
」「
開
発
と
貧
困
」「
環
境
」「
人

権
と
グ
ッ
ド
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
弱
者
の
保
護
」「
ア

フ
リ
カ
の
特
別
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」
と
い
っ

た
、
21
世
紀
の
国
際
社
会
の
役
割
が
う
た
わ

れ
た
「
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
宣
言
」
の
採
択
を
受

け
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
教
育
な
ら
２

０
０
０
年
ま
で
に
初
等
教
育
を
普
遍
化
（「
万

人
の
た
め
の
教
育
（Education for A
ll

）」）、

環
境
な
ら
90
年
代
末
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
を
従
前
の
水
準
に
戻
す
（「
国
連
環
境
開

発
会
議
」）
と
い
う
よ
う
に
、
分
野
ご
と
に
取

り
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
開
発
目
標
を
統
合
し
、

一
つ
の
枠
組
み
と
し
て
集
約
し
た
。

　

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
絡
み

合
う
と
い
う
貧
困
問
題
の
特
性
に
着
目
し
、
包

括
的
な
取
り
組
み
を
重
視
し
て
い
る
。
ま
た
、

具
体
的
な
数
値
目
標
を
〝
期
限
付
き
〞
で
設
定

し
て
い
る
点
も
画
期
的
と
さ
れ
て
い
る
。

14
億
人
が

１
日
１
・
25
ド
ル
未
満

期
限
付
き
の

数
値
目
標
を
設
定

目
標
は

達
成
で
き
る
の
か
？

　

こ
う
し
た
国
際
潮
流
の
中
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
A
は
、

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て
、
開
発
の
焦
点

を
〝
国
家
〞
で
は
な
く
〝
人
々
〞
に
当
て
た
「
人

間
の
安
全
保
障
」※
2
の
概
念
に
基
づ
い
た
支

援
を
展
開
。
ま
た
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
も
重
視
さ
れ

て
い
る
途
上
国
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
一
層

促
進
し
て
い
く
た
め
に
、
人
々
が
自
ら
課
題

を
解
決
す
る
能
力
を
高
め
る
「
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ

ー
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
人
材
育
成
や
組
織
強
化
、

制
度
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

戦
後
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
生
産
部
門
の
発
展

に
よ
る
産
業
化
を
通
じ
て
経
済
成
長
を
遂
げ

て
き
た
日
本
の
経
験
に
基
づ
き
、
ア
ジ
ア
を

中
心
と
し
た
国
々
へ
の
イ
ン
フ
ラ
支
援
を
重

点
的
に
行
い
、
今
日
の
ア
ジ
ア
の
発
展
に
も

大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。

　

国
連
は
毎
年
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
進
捗
状
況
を『
国

連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
報
告
』
で
発
表
し
て

い
る
ほ
か
、
各
国
首
脳
な
ど
に
よ
る
レ
ビ
ュ
ー

会
合
も
定
期
的
に
開
催
。
05
年
は
１
７
０
カ
国

以
上
が
参
加
す
る
国
連
特
別
首
脳
会
合
が
行
わ

れ
、08
年
の
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
合
に
は
、

各
国
首
脳
の
ほ
か
民
間
財
団
や
市
民
団
体
の
代

表
な
ど
も
参
加
し
た
。
ま
た
、
約
束
の
年
ま
で

残
り
５
年
と
迫
っ
た
今
年
２
０
１
０
年
も
、
９

月
に
首
脳
レ
ベ
ル
の
レ
ビ
ュ
ー
会
合
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

　

２
０
１
５
年
ま
で
に
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
で
き

る
の
か
―
。

　
『
国
連
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
報
告
２
０
０
９
』
に
よ
れ

ば
、「
多
く
の
成
果
も
み
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん

ど
の
目
標
に
お
い
て
歩
み
は
遅
く
、
２
０
１
５

年
ま
で
に
達
成
で
き
る
め
ど
が
立
っ
て
い
な

い
」
と
い
う
。

　

そ
の
大
き
な
原
因
が
、
08
年
以
降
の
食
料
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
と
世
界
金
融
危
機

だ
。貧
困
削
減
の
進
捗
状
況
は
一
気
に
停
滞
し
、

09
年
に
は
５
５
０
０
万
〜
９
０
０
０
万
人
も

の
人
々
が
新
た
に
貧
困
層
に
な
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
る
。
そ
の
し
わ
寄
せ
が
真
っ
先
に
及
ぶ
子

ど
も
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
特
に
深
刻
で
、

途
上
国
で
は
４
人
に
１
人
が
栄
養
不
良
な
ど
が

原
因
で
発
育
不
全
に
陥
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
目
標
に
よ
っ
て
は
、
大
き
く
そ
の

状
況
が
改
善
さ
れ
た
地
域
が
あ
る
こ
と
も
事
実

だ
。
初
等
教
育
の
就
学
率
は
２
０
０
０
年
の

83
％
か
ら
07
年
に
88
％
に
改
善
さ
れ
て
お
り
、

特
に
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
は
15
％
、
南
ア

ジ
ア
で
は
11
％
も
上
昇
し
た
。
ま
た
、
５
歳
未

満
児
の
死
亡
率
（
出
生
１
０
０
０
人
当
た
り
）

も
90
年
の
93
人
か
ら
07
年
の
67
人
と
減
っ
て
い

る
ほ
か
、
予
防
・
治
療
が
可
能
な
疾
患
で
死
亡

す
る
子
ど
も
の
数
も
１
２
６
０
万
人
か
ら
９
０

０
万
人
程
度
に
ま
で
減
少
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

は
し
か
の
予
防
接
種
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
拡
大
な

ど
に
よ
っ
て
受
診
者
が
増
え
、
全
世
界
で
の
死

亡
者
は
、
２
０
０
０
〜
07
年
で
75
万
人
か
ら
19

万
７
０
０
０
人
へ
と
激
減
し
て
い
る
。

　

貧
困
の
な
い
世
界
へ
―
。

　

こ
の
理
念
に
向
か
い
、
国
際
社
会
が
一
丸
と

な
っ
て
努
力
す
る
こ
と
が
、
8
つ
の
宿
題
を
果

た
す
唯
一
の
方
法
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

つの  宿題
2015　約束の年

＊具体的な目標はP6を参照。　参考文献 ： 『国連ミレニアム開発目標報告2009』ほか

18億人の貧困　　　層を半分に―。
この目標に向かい、2000年にスタートし　　　た「ミレニアム開発目標（MDGs）」。

貧困削減、教育、ジェンダー、　　 保健医療、環境など、

国際社会に課せられた“8つの宿題”を果た　　　す約束の2015年は、もう目前に迫っている。
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GOAL8
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GOAL2

GOAL3

GOAL4

GOAL1
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©其田益成

©今村健志朗
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※1 2008 年に改定された貧困基準。※2 人間の生にとってかけがえのない中枢部分を守り、すべての人の自由と可能性を実現すること。 注 ： MDGsの8つのロゴは、NPO法人「ほっとけない 世界のまずしさ」が作成。



極度の貧困と飢餓の撲滅

1日1.25ドル未満で暮らす人々の割合

初等教育の純就学率

初等、中等、高等教育での就学女子の割合

▶ターゲット
A 2015年までに1日の収入が1ドル未満の人口比率を半減させる。
B 女性、若者を含むすべての人々に、完全で生産的な雇用、
　 適切な仕事の提供を実現する。
C 2015年までに飢餓に苦しむ人口の割合を半減させる。
　
◎1日1.25ドル未満で生活する人　1990年42％→2005年25％ 減少
△サハラ以南アフリカの貧困層　1億人増加（1990～2005年）
△途上国で職が安定しない人　7,700万人増大（2007～08年）
△飢餓率が最も高いサハラ以南アフリカ  人口の29％が栄養不良（2008年）

MDGs、達成期限まであと5年
─残された課題とJICAの取り組み─ 

GOAL1

妊産婦の健康状態の改善
▶ターゲット
A 2015年までに妊産婦の死亡率を4分の1に削減させる。
B 2015年までにリプロダクティブ・ヘルス（性と生殖に関する健康）への
　 普遍的アクセスを実現する。

◎途上国で医師・看護師・助産師による分娩 1990年53％→2007年61％ 増加
△妊産婦死亡率（出生10万人当たり） 
　1990年480人→2005年450人 減少したが目標（120人）には程遠い
△出産前検診を最低1回受ける妊産婦は増加（1990年以降）。しかし、推奨され
る4回以上受ける妊産婦はサハラ以南アフリカと南アジアで50％を下回る

GOAL5

開発のためのグローバル・
           パートナーシップの推進

▶ターゲット
A 開放的でルールに基づいた予測可能で差別のない貿易・金融システムの
　 構築を推進する。
B 後発開発途上国の特別なニーズに取り組む（輸入品の無関税、債務救済、
　 貧困削減に積極的な国への寛大なODA供与など）。
C 内陸国および小島しょ開発途上国の特別なニーズに取り組む。
D 国内・国際的な措置を通じ、途上国の債務問題に包括的に取り組み、
　 債務を長期的に持続可能なものとする。
E 製薬会社と協力し、途上国で人々が必須の医薬品を安価に入手・利用できるようにする。
F 民間セクターと協力し、特に情報通信における新技術による利益が得られるようにする。

◎2008年ODA支出純額  過去最高の1,198億ドル
◎途上国→先進国への輸出　無税品の割合2007年に大きく上昇
◎全世界のインターネット利用者：14億人 携帯電話の加入者：20億人（2007年）
△2008年ODAの対GNI比  0.3％（目標は0.7％）
△金融危機により途上国の輸出収入減少へと逆転（2008年）
△インターネット利用者  先進国64%、途上国13%（2007年）

GOAL8

持続可能な環境の確保
▶ターゲット
A 持続可能な開発の原則を各国の政策や戦略に反映させ、
　 環境資源の喪失を阻止し、回復を図る。
B 2010年までに生物多様性の損失を確実に減少させ、
　 その後も継続的に減少させ続ける。
C 2015年までに安全な飲料水と基礎的な衛生設備を
　 継続的に利用できない人々の割合を半減させる。
D 2020年までに最低1億人のスラム居住者の生活を大幅に改善する。

◎195カ国がオゾン層を破壊する物質の消費量　97％削減（1986～2007年）
◎11億人が清潔なトイレを利用できるように（1990～2006年）
△絶滅危惧種は2008年も増加。全世界で毎年約1,300ヘクタールの森林が消失
△清潔なトイレを利用できない人  25億人（2006年）

GOAL7

普遍的初等教育の達成
▶ターゲット
2015年までにすべての子どもたちが男女の区別なく、初等教育の全課程を修了する。

◎最も深刻なサハラ以南アフリカ  2000年58％→07年74％ 増加
　南アジア  2000年79％→07年90％  増加
△就学年齢の子どもの7,200万人が学校に通っていない
　うち約半数がサハラ以南アフリカ（2007年）
△中途退学率は依然多くの国で高い
　南アジアは非就学児童の3分の2が中退（2006年）

GOAL2

幼児死亡率の削減
▶ターゲット
2015年までに5歳未満児の死亡率を3分の1に削減させる。

◎5歳未満児死亡  1990年1,260万人→2008年900万人  減少
　特に北アフリカ、東南アジア、中南米・カリブ海は大きく進展
◎はしか関連の死亡者  2000年75万人→2007年19万7,000人  減少
△サハラ以南アフリカ  7人に1人が5歳未満で命を失っている（2007年）

GOAL4

ジェンダーの平等の推進と
                     女性の地位向上

▶ターゲット
2005年までに初等・中等教育で男女格差を解消し、2015年までに全教育レベ
ルで男女格差を解消する。

◎女子の初等教育就学率（男子100人に対し） 1990年91人→2007年95人 増加
◎南アジアの女性の国会議員  2000年7％→2009年17％  増加
△2005年までの目標は未達成。特に中等教育で男女格差が顕著
△女性の国会議員はわずか17％。大洋州、北アフリカ、西アジアは10％以下（2009年）

GOAL3

ミレニアム開発目標（MDGs）の8つのゴールを目指し、
世界は今どのような状況にあるのだろうか。進捗状況と目標達成に向けたJICAの取り組みを紹介。

参考文献：『国連ミレニアム開発目標報告2009』ほか
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5歳未満児死亡率（出生1,000人に対し）　

妊産婦死亡率（出生10万人当たり）

2006年から2015年までに安全な飲料水源を必要とする人々

世界全体のODAの対GNI比（総額とLDC向け）

世界のHIV 感染者数、新規HIV感染者数、エイズによる死亡者数

HIV/エイズ、マラリア、
        その他の疾病のまん延防止

▶ターゲット
A 2015年までにHIV/エイズのまん延を阻止し、その後減少させる。
B 2010年までにHIV/エイズの治療への普遍的アクセスを実現する。
C 2015年までにマラリアおよびその他の主要な疾病のまん延を阻止し、
　 その後減少させる。

◎新規HIV感染者  1996年350万人→2008年270万人  減少
　低・中所得国の抗レトロウイルス薬治療者  2003～08年で10倍に増加
◎マラリアによる死亡者（2006年） 100万人のうち95％がサハラ以南アフリカ
　サハラ以南アフリカの子どもの蚊帳利用率 2000年2％→2006年20％ 上昇
△エイズ治療が必要な人のうち69％は治療薬を利用できていない（2007年）
△新規結核感染者  2004年以降減少
　しかし、サハラ以南アフリカとCIS諸国  1990年代以降増加

GOAL6
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・JICAの4つの使命の一つが「公正な成長と貧困削減」。
　貧困対策の視点から事業展開
・食料の生産・増産、安定した食料供給、農村振興などを支援
・インドネシアで37万ヘクタールの灌漑整備と技術支援。
　コメの自給率と生産量  1970年1,930万トン→2008年6,025万トン 増加
➡事例はp8インドネシア「貧困削減に住民の力を」へ。

JICAの主な協力

・ジェンダー配慮の視点に立った制度づくり
・女性のエンパワーメント推進
・ジェンダー視点に基づいた基礎データの収集・分類・分析

JICAの主な協力

・32カ国で、リプロダクティブ・ヘルス、地域母子保健活動
・インドネシアで母子手帳を300万冊配布（妊婦数の6割）
➡事例はp12バングラデシュ「地域ぐるみでお母さんと赤ちゃんを守る」へ。

JICAの主な協力

・30カ国で、新規HIV感染の予防啓発・検査・カウンセリング、治療薬提供シ
ステムの整備
・11カ国で、結核の検査・診断、治療・予防体制の強化
・18カ国に蚊帳を配布
・中米5カ国でシャーガス病対策。約46万家屋に殺虫剤散布、約230万人の
感染を予防

JICAの主な協力

・48カ国で給水施設建設。2,800万人が安全な水を飲めるように
・井戸管理者や水道技術者など13,000人以上を育成
・食事前の手洗いやトイレの普及など衛生的な生活習慣を指導
・1,400万ヘクタールで森林保全活動、280万ヘクタールを植林
・森林分野の行政官、地域住民約39万人に研修
・29カ国で大気汚染、水質汚濁対策、下水道整備、廃棄物管理の政策支援
・7カ国で日本の技術を利用した廃棄物処理場を整備
・温室効果ガスの排出量を抑制し、大気中の濃度の緩和に取り組む途上国の支援（緩和策）
・気候変動の影響に脆弱な途上国の負荷を軽減するための支援（適応策）
➡事例はp14アフリカ「人々に命の水を」へ。

JICAの主な協力

・貿易・投資促進のための制度整備、産業発展のためのインフラ整備
・ガバナンス改善に向けた法整備、民主制度の構築
・デジタル・デバイド（情報格差）是正のためのITの質と量の向上、通信基盤
整備、人材育成など

JICAの主な協力
・64カ国にワクチン5.8億回分を供与、54カ国1,391カ所で施設を改善
・14カ国で予防接種事業の管理能力向上に貢献
➡事例はp12バングラデシュ「地域ぐるみでお母さんと赤ちゃんを守る」へ。

JICAの主な協力
・47カ国で8,800の小中学校を整備、現在210万人の児童が学んでいる
・約20万人の教員を研修、教員用指導書も開発
・1万2,000校以上で学校運営を改善、200万人の児童に恩恵

JICAの主な協力

特集
2015約束の年
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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル

タ
か
ら
飛
行
機
で
２
時
間
、
南
ス
ラ

ウ
ェ
シ
州
の
州
都
マ
カ
ッ
サ
ル
に
到

着
し
た
。
マ
カ
ッ
サ
ル
は
古
く
か
ら

交
易
の
中
継
地
と
し
て
栄
え
た
港
町

で
、
現
在
人
口
約
１
２
０
万
人
を
有

す
る
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
最
大
の
都
市

だ
。
２
年
ほ
ど
前
に
新
し
く
建
て
替

え
ら
れ
た
と
い
う
ス
ル
タ
ン
・
ハ
サ

ヌ
デ
ィ
ン
空
港
、
東
南
ア
ジ
ア
最
大

の
屋
内
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
う
た
い
昨

年
オ
ー
プ
ン
し
た
ト
ラ
ン
ス
・
ス
タ

ジ
オ
な
ど
、そ
の
発
展
ぶ
り
に
驚
く
。

し
か
し
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
全
体
を
見

れ
ば
、
決
し
て
こ
の
地
域
も
貧
困
問

題
と
無
縁
で
は
な
い
。

　

１
９
９
８
年
ま
で
、
32
年
間
も
続

い
た
ス
ハ
ル
ト
政
権
が
残
し
た
〝
格

差
〞
と
い
う
負
の
遺
産
。
も
と
も
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
石
油
や
天
然
ガ

ス
、
豊
か
な
森
や
海
か
ら
も
た
ら
さ

れ
る
農
産
物
や
海
産
物
な
ど
に
富
ん

だ
国
だ
が
、
よ
り
多
く
の
恩
恵
を
受

け
て
い
た
の
は
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ

な
ど
一
部
の
大
都
市
だ
っ
た
。
そ
の

結
果
、
大
都
市
と
地
方
都
市
、
ま
た
、

都
市
部
と
農
村
部
で
も
貧
富
の
格
差

が
拡
大
し
た
。

　

こ
う
し
た
問
題
を
是
正
す
べ
く
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
２
０
０
１
年
ご

ろ
か
ら
地
方
分
権
化
が
進
め
ら
れ
、

地
域
開
発
の
主
体
が
国
か
ら
州
・
県

政
府
へ
と
徐
々
に
移
行
し
て
い
っ

た
。
し
か
し
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
を

は
じ
め
、
そ
れ
ま
で
開
発
事
業
は
中

央
政
府
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
行

わ
れ
て
い
た
た
め
、
地
方
政
府
の
事

業
形
成
や
実
施
能
力
が
不
足
し
て
い

た
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
、
過
去
に
実
施
し
た
協
力
の

成
果
を
踏
ま
え
、
現
在
ス
ラ
ウ
ェ
シ

島
を
中
心
に
、
技
術
協
力
や
無
償
資

金
協
力
、
さ
ら
に
円
借
款
を
組
み
合

わ
せ
た
地
域
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展

開
し
て
い
る
。

　

マ
カ
ッ
サ
ル
市
内
か
ら
車
で
南
へ

１
時
間
半
ほ
ど
走
っ
た
所
に
あ
る
タ

カ
ラ
ー
ル
県
。海
岸
近
く
の
村
で
は
、

10
人
ほ
ど
の
女
性
た
ち
が
お
菓
子
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
こ
の
女

性
グ
ル
ー
プ
を
指
導
し
て
い
る
地
元

生
ま
れ
の
サ
キ
ナ
さ
ん
は
、
幼
い
こ

ろ
か
ら
料
理
が
好
き
で
、
海
岸
で
養

殖
さ
れ
て
い
る
海
藻
か
ら
ド
ド
ー
ル

と
呼
ば
れ
る
ゼ
リ
ー
菓
子
を
つ
く

り
、
そ
れ
を
商
品
化
。
今
で
は
マ
カ

ッ
サ
ル
の
空
港
で
も
お
土
産
と
し
て

売
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

サ
キ
ナ
さ
ん
が
持
つ
お
菓
子
づ
く

り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
地
元
で
生
産
さ
れ

る
海
藻
、
そ
し
て
「
私
た
ち
も
作
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
住
民
の
ニ
ー
ズ

を
行
政
側
に
つ
な
げ
た
の
が
、
現
地

Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
の
リ
ン
ダ
さ
ん
。
彼
女

は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
地
域
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
一
つ
、「
ス
ラ
ウ
ェ
シ
地
域
開
発

能
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
だ
。

　

07
年
か
ら
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
を
は

じ
め
、
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
内
６
州
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
州
・
県
・
市
レ
ベ
ル
の
政
策
決

定
者
や
計
画
担
当
官
の
ほ
か
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
な

ど
、
地
域
開
発
事
業
に
か
か
わ
る

人
々
の
計
画
策
定
や
実
施
運
営
の

〝
能
力
開
発
〞
を
目
的
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、Ｃ
Ｄ（
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
）
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
「
Ｃ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の

特
徴
は
、
外
部
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
で
す
」
と
話

す
の
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
佐
久

間
弘
行
さ
ん
。
C
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
行
政
側
は
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
、

あ
く
ま
で
地
域
開
発
の
主
役
は
住

民
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
案
・
計
画

か
ら
実
施
ま
で
を
住
民
が
主
体
的
に

行
う
た
め
、
最
初
か
ら
個
別
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
こ
れ
が
〝
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
と
い
わ

れ
る
ゆ
え
ん
だ
。

　

こ
の
Ｃ
Ｄ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
の
が
、Ｎ
Ｇ

Ｏ
経
験
者
や
住
民
代
表
な
ど
か
ら
な

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
。
住
民
は
自
分
た
ち
が
持
っ
て

い
る
技
術
や
資
源
な
ど
に
気
付
い
て

い
な
い
場
合
が
多
い
た
め
、
そ
の
発

見
を
促
す
こ
と
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
の
役
割
だ
。
彼
ら
は
、
地
域
開
発

の
理
論
や
ス
キ
ル
を
約
10
カ
月
間
か

広
が
る
地
域
間
・
地
域
内
の

経
済
格
差

地
域
に
あ
る
技
術
と
資
源
を

活
用
し
た
お
菓
子
づ
く
り

ミレニアム開発目標（MDGs）のゴール１に掲げられている「極度の貧困と飢餓の撲滅」。
現在、インドネシア国内でも貧しい地域の一つであるスラウェシ島で、

「住民の住民による住民のための開発」と呼ばれる
貧困削減を目指したJICAの地域開発プログラムが進行している。
行政側は住民のサポート役に徹し、あくまでその主役は住民。

プロジェクトの発案・計画から実施までを住民が行うという、ユニークな取り組みの現場を訪ねた。

貧困削減に住民の力を

from インドネシア
INDONESIA

ジャカルタ

マカッサル

スラウェシ島

インドネシア
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（上）近くの海岸で収穫された海藻を使ってドドール（インドネシ
アのゼリー菓子）をつくる。型に流し込み、しばらくたって固まっ
た後に切り分けられ、さらに天日で乾燥させることで数週間は
保存が効くお菓子になる
（左下）この日初めて挑戦した海藻ゼリーを佐久間JICA専門
家に振る舞う。「なかなか美味しい！」の一言に、海藻加工グ
ループの女性たちも笑顔に
（右下）2つの村でそれぞれ10人ほどの海藻加工グループで
お菓子作りを指導するサキナさん。「これまで大口の注文が
入っても、私一人ではそれに応えることができませんでした。で
も、グループの女性一人一人の技術が上達すれば、みんなに
とって大きなチャンスになるのでは」と期待を寄せる

（左）スラウェシの海岸では、
海藻の養殖が盛んに行われ
ている。養殖といっても、杭と
杭の間に海藻片のついたロー
プを張るという簡単なもの。3
月から8月ごろまでの海が比較
的穏やかな時期が養殖の
シーズンだ
（下）家族総出で10センチほ
どの海藻片をロープにくくり付
けていく。10キロの海藻片が
1カ月で300キロにまで成長
するという

f rom
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8つの宿題

2009年6月にJICAの協力で灌漑設備（用水路）が
整備されたバラン村。新たに広がった水田は収穫期
を迎えていた。「たくさん収穫できたみたいだね」とい
う問いかけに、住民たちの笑みがこぼれる



け
て
学
ん
だ
後
、実
際
に
村
に
入
り
、

そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
。

　

先
ほ
ど
の「
海
藻
加
工
グ
ル
ー
プ
」

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
リ
ン
ダ
さ
ん
も
そ

の
一
人
。「
こ
れ
ま
で
研
修
で
学
ん

だ
ス
キ
ル
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
の
経
験
を
活

用
し
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
ア
イ
デ
ア

を
行
政
側
に
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
笑
顔
で
話
す
。
ま
た
、
こ

の
グ
ル
ー
プ
で
お
菓
子
づ
く
り
を
学

ぶ
女
性
た
ち
は
、「
こ
れ
で
少
し
で

も
収
入
が
増
え
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

期
待
を
寄
せ
る
。

　

こ
う
し
た
行
政
と
住
民
に
よ
る
協

働
地
域
開
発
の
原
型
は
、Ｃ
Ｄ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
前
身
、「
ス
ラ
ウ
ェ
シ

貧
困
対
策
支
援
村
落
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
に
あ
る
。
97
年
か
ら
02
年
ま

で
タ
カ
ラ
ー
ル
県
で
行
わ
れ
た
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
研
修
に
よ
っ

て
養
成
さ
れ
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

が
住
民
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

計
画
し
、
そ
れ
を
行
政
が
財
政
・
技

術
面
か
ら
支
援
す
る
「
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｕ

Ｋ（
参
加
型
村
落
開
発
支
援
シ
ス
テ

ム
）」
と
い
う
仕
組
み
を
築
い
た
。

１
グ
ル
ー
プ
当
た
り
の
支
援
額
の
上

限
は
５
０
０
万
ル
ピ
ア（
約
５
万
円
）

で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
（
主
体
性
）
を
確
保
す

る
と
い
う
観
点
か
ら
、
住
民
も
費
用

全
体
の
３
分
の
１
以
上
を
負
担
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地

域
開
発
の
た
め
の
協
働
シ
ス
テ
ム
は

「
タ
カ
ラ
ー
ル
モ
デ
ル
」
と
し
て
県

の
条
例
で
制
度
化
さ
れ
、02
年
以
降
、

５
３
０
０
件
以
上
も
の
住
民
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
た
。

　

こ
う
し
た
Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｕ
Ｋ
の
経
過

を
見
に
、
海
岸
か
ら
少
し
内
陸
部
に

入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
マ
ラ
デ
ヤ
カ

村
に
向
か
っ
た
。こ
こ
で
は
05
年
に
、

村
を
流
れ
る
川
に
全
長
78
メ
ー
ト
ル

の
堰
を
建
設
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

行
わ
れ
た
。

　

コ
メ
づ
く
り
で
生
計
を
立
て
る
こ

の
地
域
の
住
民
は
、
乾
期
に
な
る
と

水
不
足
だ
け
で
な
く
、川
に
逆
流
す

る
海
水
の
塩
害
に
も
苦
し
ん
で
い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
何
と
か
で
き
な

い
か
―
。
そ
う
考
え
た
２
つ
の
住
民

グ
ル
ー
プ
が
中
心
と
な
り
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
と
も
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
計
画
。Ｓ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｕ
Ｋ
か
ら
2

グ
ル
ー
プ
で
合
計
６
０
０
万
ル
ピ
ア

（
約
６
万
円
）の
支
援
を
取
り
付
け
、

住
民
側
は
１
６
０
０
万
ル
ピ
ア（
約

16
万
円
）を
負
担
し
資
材
を
購
入
。１

０
０
人
を
超
え
る
農
民
が
労
働
力
を

提
供
す
る
形
で
堰
が
建
設
さ
れ
た
。

　

こ
の
堰
が
完
成
し
た
こ
と
で
塩
害

は
完
全
に
な
く
な
り
、
コ
メ
の
作
付

面
積
も
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
２

０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
と
拡
大
。ま
た
、

年
１
回
だ
っ
た
収
穫
が
２
回
に
増
え

た
ほ
か
、
豆
な
ど
の
農
作
物
も
栽
培

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、「
私

た
ち
の
暮
ら
し
は
格
段
に
よ
く
な
っ

た
」
と
喜
ぶ
住
民
は
多
い
。
ど
う
し

て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
に
か
か
る
資
材
の
購
入
費
用

も
、
住
民
が
積
み
立
て
た
資
金
か
ら

賄
わ
れ
て
お
り
、
完
成
か
ら
５
年
ほ

ど
が
経
過
し
た
現
在
で
も
、
堰
は
住

民
の
手
で
し
っ
か
り
と
管
理
さ
れ
て

い
た
。

　
「
建
設
業
者
に
工
事
費
用
を
見
積

も
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で

す
が
、
５
０
０
０
万
ル
ピ
ア
（
約
50

万
円
）
と
い
う
数
字
が
出
て
き
ま
し

た
。
私
た
ち
は
そ
れ
を
半
分
以
下
の

２
２
０
０
万
ル
ピ
ア（
約
22
万
円
）
で

建
設
し
た
の
で
す
」（
マ
ラ
デ
カ
ヤ

村
・
イ
ル
ワ
ン
村
長
）

　

こ
う
し
た
行
政
と
住
民
の
協
働
事

業
は
、
双
方
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
行
政
側
に
し
て

み
れ
ば
、
限
ら
れ
た
開
発
資
金
の
効

果
を
何
倍
に
も
押
し
上
げ
た
だ
け
で

な
く
、
維
持
管
理
費
用
を
負
担
す
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の

分
の
予
算
を
新
た
な
開
発
資
金
へ
と

振
り
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
住
民
側
と
し
て
も
、
建
設
段
階

か
ら
か
か
わ
る
こ
と
で
維
持
管
理
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
必
要
な
知
識
と
技

術
が
身
に
付
き
、
行
政
だ
け
に
頼
っ

て
い
て
は
壊
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
い
中
で
、
継
続
し
て

イ
ン
フ
ラ
の
恩
恵
を
享
受
で
き
る
と

い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

マ
ラ
デ
カ
ヤ
村
で
見
た
堰
の
よ
う

に
、
小
規
模
の
イ
ン
フ
ラ
は
、
大
型

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
比
べ
イ
ン
パ
ク

ト
は
限
定
さ
れ
る
が
、
貧
困
削
減
に

よ
り
短
期
的
・
直
接
的
に
作
用
し
高

い
効
果
を
挙
げ
る
こ
と
は
確
か
だ
。

た
だ
、
住
民
が
必
要
と
す
る
小
規
模

イ
ン
フ
ラ
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
す
べ

て
を
行
政
と
住
民
が
負
担
で
き
る
と

は
限
ら
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
円
借
款
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
貧
困
削
減
地
方
イ
ン
フ
ラ
開
発
事

業
」
が
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。

　

07
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
を
含
む

国
内
９
州
を
対
象
に
、
円
借
款
を
開

発
資
金
と
し
て
活
用
し
、
農
村
部
の

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
と
い
う
も

の
。
建
設
す
る
際
の
雇
用
創
出
に
加

え
、
完
成
し
た
イ
ン
フ
ラ
が
住
民
の

収
入
機
会
や
所
得
向
上
を
も
た
ら

し
、
貧
困
削
減
が
進
む
と
期
待
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
計
画
の
立
案
か
ら

建
設
･
維
持
管
理
ま
で
住
民
が
主
体

的
に
か
か
わ
り
、
そ
れ
を
行
政
側
が

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、
地
方
分
権

化
を
進
め
る
上
で
重
要
な
行
政
と
住

民
が
協
働
で
事
業
を
計
画
し
実
施
す

る
能
力
を
強
化
す
る
狙
い
が
あ
る
。

　

タ
カ
ラ
ー
ル
県
か
ら
車
で
南
下
す

る
こ
と
約
１
時
間
。
09
年
に
整
備
さ

れ
た
と
い
う
、
ジ
ェ
ネ
ポ
ン
ト
県
に

あ
る
い
く
つ
か
の
小
規
模
イ
ン
フ
ラ

を
訪
ね
た
。

　

幹
線
道
路
か
ら
少
し
入
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
バ
ラ
ン
村
の
灌
漑
施
設
が

完
成
し
た
の
は
、
昨
年
の
６
月
。
近

く
の
水
源
か
ら
引
か
れ
た
２
８
６
メ

ー
ト
ル
の
用
水
路
は
、
約
15
ヘ
ク
タ

ー
ル
30
家
族
分
の
田
畑
を
潤
す
。
ち

ょ
う
ど
コ
メ
の
収
穫
期
を
迎
え
た
水

田
で
は
、
何
人
か
の
住
民
が
脱
穀
に

精
を
出
し
て
い
た
。「
こ
れ
ま
で
は

乾
期
に
な
る
と
水
が
な
く
な
り
、
お

コ
メ
を
年
１
回
つ
く
る
の
が
や
っ
と

で
し
た
。今
年
は
そ
の
コ
メ
に
加
え
、

す
で
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
豆
な
ど
の

作
物
を
２
回
も
収
穫
で
き
た
ん
で
す

よ
」
と
、
そ
の
手
を
止
め
て
話
し
て

く
れ
た
。
市
場
価
格
の
高
い
農
作
物

を
つ
く
る
と
い
っ
た
工
夫
も
凝
ら
し

た
結
果
、「
生
活
は
豊
か
に
な
っ
た
」

と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
。

　

隣
接
す
る
サ
パ
ン
村
で
見
た
の

は
、
上
水
道
の
給
水
設
備
。
ポ
ン
プ

で
く
み
上
げ
ら
れ
た
水
が
タ
ン
ク
に

た
め
ら
れ
、
重
力
を
利
用
し
約
30
の

家
庭
に
配
水
さ
れ
て
い
る
。「
以
前

は
朝
と
夕
方
の
２
回
、
何
往
復
も
し

て
井
戸
か
ら
水
を
く
ん
で
い
ま
し

た
。
今
で
は
そ
の
時
間
に
農
作
業
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
収
入
も
増
え

ま
し
た
」
と
話
す
女
性
。
月
平
均
約

２
万
ル
ピ
ア
（
約
２
０
０
円
）
の
水

道
料
金
は
、「
支
払
え
な
い
金
額
で

は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
も
。
各
家
庭
か

ら
徴
収
さ
れ
た
水
道
料
金
は
、
住
民

組
織
で
管
理
し
、
給
水
施
設
の
維
持

管
理
や
補
修
費
用
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
。

　
「
住
民
の
住
民
に
よ
る
住
民
の
た

め
の
開
発
」

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
進
む
地
方
分
権

化
の
流
れ
の
中
で
、
住
民
と
行
政
、

さ
ら
に
地
域
開
発
に
か
か
わ
る
ア
ク

タ
ー
の
能
力
開
発
と
仕
組
み
づ
く
り

を
目
指
し
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
協
力
は
、

貧
困
削
減
を
よ
り
効
果
的
に
達
成
す

る
手
法
と
し
て
、
確
実
な
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。

小
規
模
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

円
借
款
で
支
援

f rom
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開
発
効
果
を
何
倍
に
も
す
る

住
民
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ

シ
ス
ド
ゥ
ッ
ク

せ
き
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サパン村に整備された給水設備（上水道）。各家庭には水道メーターも設置さ
れ、利用量に応じて料金を支払う。水くみという重労働がなくなり、また、きれい
な水が手に入るようになったことで、住民の生活は大きく変化した

タカラール県でSISDUKの条例化に尽力した官房局長のダフ
ヤール氏は、2001年にJICAの研修で来日。「日本で学んだ農
家を支援する農協の仕組みに大きな影響を受けた」という同県
の取り組みは、今年5月、地方自治の発展に貢献し、成果を収め
た自治体を表彰する「OTODA AWARD」（地方自治奨励賞・
エンパワーメント部門）を受賞した

田畑を潤し、洪水や塩害から住民を救ったマラ
デカヤ村の堰。行政と住民の協働事例として、
アジアやアフリカ各国から行政官などが視察
に訪れている

タカラール県ボントカシ村では、JICAが支援する
農民を対象とした研修により、農業の多角化が定
着。コメのみだった農作物は現在、トウモロコシや
豆、ナス、キュウリ、スイカなど、10種類以上に。
「以前は生きていくことがやっとだったが、今では
この辺りの住民はバイクに乗り、携帯電話を持つ
までになった」という収穫したコメを脱穀する住民。バラン村に建設さ

れた全長286メートルの灌漑施設（用水路）は、
大きな恵みをもたらしている



　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
こ
う
し
て
い
る
間
も
、
世
界
の

至
る
所
で
、
た
く
さ
ん
の
命
が
誕
生

し
て
い
る
。

　

そ
こ
に
い
る
の
は
、〝
出
産
〞と
い

う
大
き
な
仕
事
を
担
う
母
親
、
そ
し

て
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
赤
ん
坊

│
。し
か
し
開
発
途
上
国
で
は
、貧
し

さ
故
に
、こ
の
幸
せ
な
瞬
間
が
、彼
ら

の
命
が
、脅
か
さ
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
を
授
か
る
こ
と
は
、
誰
に

と
っ
て
も
大
き
な
喜
び
。妊
娠
が
分

か
る
と
定
期
的
に
健
診
を
受
け
、ま
だ

見
ぬ
わ
が
子
の
誕
生
を
待
ち
望
む
。

そ
し
て
、助
産
師
の
立
ち
合
い
の
も
と

に
出
産
し
、
産
後
も
し
ば
ら
く
病
院

に
通
っ
て
経
過
観
察
を
す
る
、
と
い

う
の
が
先
進
国
で
は
普
通
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
産
科
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
に
行
き
届
い
て
い
な
い

途
上
国
で
は
、
医
師
の
診
断
を
一
切

受
け
る
こ
と
な
く
、
自
宅
出
産
を
す

る
女
性
も
少
な
く
な
い
。そ
の
結
果
、

妊
娠
中
毒
症
、出
産
時
の
事
故
、合
併

症
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
多
く
の
妊

産
婦（
10
万
人
中
４
５
０
人
）と
乳
幼

児（
１
０
０
０
人
中
74
人
）が
命
を
落

と
し
て
い
る
。そ
し
て
そ
の
大
半
が
、

サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
と
南
ア
ジ
ア

に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
。

　

南
ア
ジ
ア
の
最
貧
国
、バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
状
況
も
深
刻
だ
。５
歳
未
満

児
の
死
亡
率
は
１
０
０
０
人
中
60

人
、
妊
産
婦
死
亡
率
は
10
万
人
中
３

５
１
人
と
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
て
い

る
。 

妊
産
婦
死
亡
率
で
は
、１
９
９
０

年
の
５
７
４
人
と
比
較
す
れ
ば
大
幅

に
改
善
し
て
い
る
も
の
の
、ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）の
達
成
目

標
で
あ
る
１
４
４
人
へ
の
道
の
り
は

厳
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
※
。

　

こ
の
状
況
を
受
け
、
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
政
府
は
、
貧
困
削
減
の
た
め
の

国
家
戦
略
と
し
て
、
母
子
保
健
と
栄

養
改
善
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
。こ

れ
を
後
押
し
す
べ
く
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は

２
０
０
６
年
か
ら
「
母
性
保
護
サ
ー

ビ
ス
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施

し
て
い
る
。対
象
は
首
都
ダ
ッ
カ
北

東
部
に
位
置
す
る
ノ
ル
シ
ン
デ
ィ
県
。

新
し
い
命
の
誕
生
│

出
産
に
立
ち
は
だ
か
る
危
険

国
内
で
も
特
に
保
健
指
標
の
数
値
が

悪
い
こ
の
地
域
で
、
草
の
根
レ
ベ
ル

の
住
民
か
ら
地
方
・
中
央
の
政
府
レ

ベ
ル
ま
で
、
幅
広
い
層
を
巻
き
込
み

な
が
ら
、
妊
産
婦
・
新
生
児
死
亡
数

の
削
減
を
目
指
し
て
い
る
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
も
重
視
し

た
の
は
、地
域
の
人
が
主
体
と
な
り
、

安
全
な
お
産
が
で
き
る
体
制
を
確
立

し
て
い
く
こ
と
」と
、吉
村
幸
江
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
専
門
家
は
強
調
す
る
。そ
の
た

め
に
活
用
し
た
の
が
、
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
他
県
で
採
用
し
て
い
た
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ

ｍ
Ｓ
Ｓ
）」。住
民
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ご
と
に
Ｃ
ｍ
Ｓ
Ｓ
運
営
グ
ル
ー
プ

を
設
立
し
、
医
療
施
設
と
連
携
し
な

が
ら
、
妊
産
婦
が
〝
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
〞を〝
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
〞で
受

け
ら
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を

行
っ
て
い
く
と
い
う
も
の
だ
。

　

Ｃ
ｍ
Ｓ
Ｓ
の
主
な
役
割
は
、
地
域

内
の
妊
産
婦
の
登
録
･
状
況
把
握
、

緊
急
時
の
搬
送
手
段
や
資
金
の
確

保
、
妊
産
婦
健
診
や
予
防
接
種
な
ど

の
情
報
伝
達
、
住
民
に
対
す
る
啓
発

活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、住
民
の
組
織
化
か
ら
、各
活

動
の
計
画
づ
く
り
・
実
施
に
至
る
ま

で
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。医
療
関

係
の
人
材
不
足
が
特
に
深
刻
な
へ
き

地
で
は
、
や
る
気
の
あ
る
中
卒
以
上

の
女
性
を
募
り
、
半
年
間
の
助
産
師

研
修
を
実
施
。出
産
の
介
助
に
携
わ

る
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
医
療
施
設

に
は
、手
術
室
や
分
娩
室
の
改
修
、診

察
に
必
要
な
機
材
の
供
与
・
修
理
な

ど
も
支
援
。と
は
い
え
、
す
ぐ
に〝
モ

ノ
〞を
渡
す
の
で
は
な
く
、ま
ず
は
施

設
ご
と
に
調
査
を
行
い
、
何
が
足
り

な
い
か
、
何
が
必
要
か
を
議
論
し
な

が
ら
、
共
に
問
題
解
決
へ
の
道
を
見

い
だ
し
て
い
る
。さ
ら
に
、中
央
、県
、

郡
ご
と
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
す
る
委
員
会
を
設
立
し
、
定

期
的
に
政
府
関
係
者
が
Ｃ
ｍ
Ｓ
Ｓ
の

活
動
を
視
察
し
て
い
る
。「
こ
の
よ
う

な
地
域
ベ
ー
ス
の
取
り
組
み
を
国
の

政
策
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
、Ｃ

ｍ
Ｓ
Ｓ
の
持
続
的
な
活
動
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
」。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
４
年
余

り
│
。か
つ
て
は
、自
宅
出
産
が
９
割

近
く
を
占
め
て
い
た
こ
の
地
域
で
、

住
民
同
士
の
呼
び
掛
け
に
よ
り
、
公

立
病
院
に
お
け
る
産
科
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
が
５
倍
近
く
増
え
た
。そ
の

成
果
が
認
め
ら
れ
、
ノ
ル
シ
ン
デ
ィ

県
の〝
安
全
な
お
産
〞へ
の
取
り
組
み

は
、バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
政
府
が「
ノ
ル

シ
ン
デ
ィ
モ
デ
ル
」
と
し
て
高
く
評

価
。今
度
は
彼
ら
自
身
の
手
に
よ
り
、

全
国
展
開
に
向
け
て
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　
「
今
で
は
住
民
が
自
ら
問
題
分
析

を
行
い
、
活
動
計
画
を
立
て
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
」
と
吉
村
さ
ん
。「
彼

ら
は
『
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
い
な
く
な
っ
て

も
自
分
た
ち
で
続
け
て
い
く
』
と
い

う
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
ま
す
。住

民
た
ち
に
、
無
限
の
可
能
性
と
パ
ワ

ー
を
感
じ
て
い
ま
す
」。

　

地
球
上
か
ら
、
一
つ
足
り
と
も
無

駄
に
失
わ
れ
る
命
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
│
。ノ
ル
シ
ン
デ
ィ
モ
デ
ル
は
、

そ
の
解
決
に
向
け
た
一
歩
に
す
ぎ
な

い
。世
界
中
の
母
親
と
赤
ち
ゃ
ん
を

守
る
た
め
、
私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と

は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
る
。

地
域
の
母
子
を
助
け
る
の
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
役
割

適切な医療サービスを受けることができずに、失われていく命がある。
そしてその多くは、抵抗力の低い、開発途上国の妊産婦と5歳以下の子どもたちだ。

彼らが、安全に、健康に暮らしていけるような環境づくりを─。
アジア最貧国として知られるバングラデシュでは、ＪＩＣＡの支援により、

MDGsの達成を目指し、地域ぐるみで“安全なお産”に向けた取り組みが進められている。

地域ぐるみで
お母さんと赤ちゃんを守る

from バングラデシュ
BANGLADESH

地方行政であるユニオン評議会の
議長も積極的に母子保健活動を
支援。妊婦の緊急時のための貯金
を奨励し、貯金箱を配布している

※『バングラデシュMDGsプログレスレポート2007』より。
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動中。人形劇などを活用
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中心となり、妊婦とその家
族を対象とした講習会がそ
れぞれの自宅で行われる
（下）ヒンズー教では、産後
の母親と赤ちゃんが一定
期間小屋に隔離されるの
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援により、これまで古く風
通しが悪かった小屋が衛
生的なものに改善された

リキシャで運ばれる妊婦。住民同士が協力し、緊急時の病院搬送システムも定着しつつある

助産師の介助を受け、病院で出産し
た女性と生まれた直後の赤ちゃん。
定期健診や病院での出産により、母
子共に健康が維持できる
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蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば
当
た
り
前
の
よ

う
に
出
て
く
る
清
潔
な
水
。そ
ん
な

環
境
で
暮
ら
す
私
た
ち
に
は
想
像
す

ら
難
し
い
が
、今
、世
界
で
は
約
８
億

８
４
０
０
万
人
が
安
全
な
飲
料
水
を

利
用
で
き
ず
、
毎
年
約
１
８
０
万
人

の
子
ど
も
た
ち
が
下
痢
で
死
亡
し
て

い
る
。そ
の
う
ち
84
％（
７
億
４
６
０

０
万
人
）は
、給
水
施
設
な
ど
の
整
備

が
遅
れ
て
い
る
農
村
部
の
住
民
。中

で
も
深
刻
な
の
が
、
全
人
口
の
８
割

以
上
が
農
村
部
に
住
む
サ
ハ
ラ
以
南

ア
フ
リ
カ
だ
。

　

こ
の
地
域
で
安
全
な
水
を
利
用
で

き
る
人
の
割
合
は
、わ
ず
か
46
％
。他

地
域
と
比
較
し
て
も
圧
倒
的
に
低

い
。井
戸
の
な
い
農
村
も
ま
だ
ま
だ

多
く
、住
民
は
い
ま
だ
に
、河
川
や
池

な
ど
の
不
衛
生
な
水
を
飲
料
水
や
生

活
用
水
に
使
っ
て
い
る
。そ
し
て
、そ

れ
が
下
痢
や
感
染
症
を
ま
ん
延
さ
せ

る
原
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
状
況
を
少
し
で
も
改
善
し
よ

う
と
、
各
国
は
国
を
挙
げ
て
給
水
整

備
に
力
を
入
れ
て
い
る
。だ
が
、ミ
レ

ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）で
掲

げ
ら
れ
た
「
安
全
な
飲
み
水
を
利
用

で
き
な
い
人
々
を
半
減
さ
せ
る
」
と

い
う
目
標
の
達
成
に
は
、
依
然
多
く

の
努
力
が
必
要
だ
。

　

そ
ん
な
中
、
日
本
は
１
９
７
０
年

代
よ
り
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
37

カ
国
で
約
１
万
３
０
０
０
基
に
上
る

給
水
施
設
を
整
備
。ま
た
、そ
れ
を
長

年
正
し
く
使
う
た
め
の
維
持
管
理
の

体
制
づ
く
り
や
修
理
工
な
ど
技
術
者

の
育
成
に
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
き
た
。２
０
０
０
年
に

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
ま
と
め
ら
れ
て
か
ら
は
、

そ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
各
援

助
国
が
支
援
を
加
速
さ
せ
て
い
る
。

農
村
住
民
の
54
％
が

安
全
な
水
を
使
え
な
い
現
実

　

人
口
１
２
６
２
万
人
を
擁
す
る
ア

フ
リ
カ
南
部
の
国
、ザ
ン
ビ
ア
。中
央

州
ム
ン
バ
郡
ム
ナ
シ
ン
ボ
ル
ワ
村
で

は
毎
朝
、日
本
の
協
力
で
建
設
さ
れ
た

井
戸
に
、ポ
リ
タ
ン
ク
や
バ
ケ
ツ
を
手

に
し
た
多
く
の
村
人
が
集
ま
り
、１
日

に
必
要
な
水
を
く
ん
で
い
く
。ほ
か
の

村
で
も
よ
く
見
ら
れ
る
光
景
だ
。

　

日
本
は
85
年
以
降
、
ザ
ン
ビ
ア
に

１
３
０
０
基
近
い
井
戸
を
建
設
し
、

給
水
率
の
向
上
を
支
援
し
て
き
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
安
全
な
水
を
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
人
は
55
万
人
に
も
上

る
。だ
が
、そ
の
数
は
人
口
の
わ
ず
か

４
％
程
度
に
過
ぎ
ず
、
７
割
以
上
が

住
む
農
村
部
で
は
い
ま
だ
３
人
に
１

人
が
安
全
な
水
を
利
用
で
き
て
い
な

い
。故
障
や
老
朽
化
で
使
え

な
く
な
っ
た
井
戸
も
増
え
、

そ
の
状
況
は
さ
ら
に
深
刻
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
２

０
０
基
の
ハ
ン
ド
ポ
ン
プ
付

き
深
井
戸
を
建
設
す
る
無
償

資
金
協
力
「
ル
ア
プ
ラ
州
地

下
水
開
発
計
画
」
を
07
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
。対
象
地

域
は
、
給
水
率
が
17
％
と
国

内
で
も
最
も
低
い
北
部
ル
ア

プ
ラ
州
だ
。完
成
す
れ
ば
、新

た
に
約
５
万
人
の
人
々
に
安
全
な
水

が
届
け
ら
れ
る
。

　

ま
た
05
年
か
ら
は
、
中
央
州
と
南

部
州
の
二
つ
の
郡
で
、
07
年
か
ら
は

さ
ら
に
中
央
州
の
四
つ
の
郡
で
「
地

方
給
水
維
持
管
理
能
力
強
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｐ
）」を
開
始
。井

戸
そ
の
も
の
が
あ
っ
て
も
、「
故
障
し

た
と
き
修
理
に
必
要
な
部
品
が
手
に

入
ら
な
い
」、「
修
理
で
き
る
人
が
足

り
な
い
」と
い
っ
た
理
由
で
、直
る
ま

で
に
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て
い
た
の

だ
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、各
郡
に
部

品
を
置
い
た
店
を
設
け
、
い
つ
で
も

入
手
で
き
る
よ
う
に
し
、同
時
に
、修

理
工
や
水
管
理
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

の
育
成
な
ど
を
通
じ
て
維
持
管
理
の

体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

　
「
当
初
か
ら
支
援
し
て
き
た
二
つ

の
郡
で
は
部
品
が
す
ぐ
に
手
に
入
る

よ
う
に
な
り
、
修
理
期
間
は
大
幅
に

短
縮
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
」と
、松
谷

曜
子
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
。「
以
前
は
１

年
以
上
か
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

今
で
は
数
日
で
済
む
よ
う
に
な
っ
た
」

と
、
現
場
か
ら
は
喜
び
の
声
が
上
が

っ
て
い
る
。安
全
な
水
を
使
え
る
住

民
が
増
え
、
健
康
状
態
も
目
に
見
え

て
改
善
さ
れ
た
と
い
う
。こ
う
し
た

成
果
は
ザ
ン
ビ
ア
政
府
に
高
く
評
価

さ
れ
、Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｐ
は「
給
水
施
設
維

持
管
理
モ
デ
ル
」
と
な
っ
て
全
国
に

普
及
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
給
水
率
が
36
％
の
ウ
ガ
ン

ダ
で
は
、
日
本
な
ど
が
建
設
し
た
井

戸
の
維
持
管
理
に
青
年
海
外
協
力
隊

が
活
躍
し
て
い
る
。「
部
品
の
一
部
が

緩
ん
で
い
た
だ
け
で
、
７
年
間
も
使

わ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
て
い
た
井
戸
が

あ
り
ま
し
た
」と
話
す
の
は
、〝
水
の

防
衛
隊
〞※
こ
と
、
加
藤
克
也
さ
ん
。

加
藤
さ
ん
は
1
年
の
間
に
、
１
３
３

カ
所
の
井
戸
を
調
査
し
、
必
要
に
応

じ
て
修
理
を
手
配
す
る
と
と
も
に
、

紙
芝
居
な
ど
を
使
っ
て
住
民
に
維
持

管
理
の
大
切
さ
を
伝
え
て
き
た
。彼

の
ほ
か
に
も
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ

カ
に
は
、安
全
な
水
を
確
保
し
、人
々

の
健
康
で
衛
生
的
な
生
活
を
支
援
す

る〝
水
の
防
衛
隊
〞と
呼
ば
れ
る
46
人

の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
12
カ

国
で
活
動
中
だ
。

　
「
数
多
く
の
井
戸
を
建
設
し
て
き

た
と
い
う
実
績
、
人
材
育
成
や
維
持

管
理
体
制
を
普
及
し
て
き
た
と
い
う

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
経
験
は
、Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目

標
達
成
に
向
け
た〝
モ
デ
ル
〞と
し
て

各
国
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
丸
尾
祐
治
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
専
門
員
は
分
析
す
る
。そ
の
上
で
、

「
今
後
は
、地
方
分
権
化
に
移
行
し
た

ば
か
り
で
給
水
事
業
に
慣
れ
な
い
地

方
行
政
の
体
制
の
整
備
や
人
材
育
成

も
大
切
で
す
」と
話
す
。

　

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
、
単
な
る
机
上
の
数
値
目
標
で
は

な
い
。人
々
が
生
き
る
上
で
の
土
台

と
な
る
、〝
安
全
な
水
が
届
く
か
、
届

か
な
い
か
〞
と
い
う
命
を
か
け
た
取

り
組
み
だ
。８
億
８
４
０
０
万
人
│
。

こ
れ
だ
け
の
人
々
が
安
心
し
て
水
を

飲
め
る
よ
う
に
な
る
日
ま
で
、
そ
の

闘
い
は
続
く
。

井
戸
を

ず
っ
と
使
い
続
け
る
た
め
に

清
潔
な
水
は
、ま
さ
に〝
命
の
源
〞。

だ
が
、サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
農
村
部
で
は
、

そ
の
水
が
手
に
入
ら
ず
、た
く
さ
ん
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。

「
安
全
な
水
を
よ
り
多
く
の
人
々
に
」　

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
掲
げ
ら
れ
た
目
標
達
成
を
目
指
し
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
各
国
で
支
援
を
続
け
て
い
る
。

人
々
に
命
の
水
を

from サハラ以南アフリカ
SUB-SAHARAN AFRICA

ルアプラ州で、不衛生な小川や
水たまりから水をくむ子どもたち。
この水を得るために、村から数キ
ロの道のりを歩く

※第4回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤⅣ）で日本が提唱し、派遣を開始。特に水分野の問題が
　深刻なアフリカ各国に対し、２０１３年までに２００人のＪＩＣＡボランティアを派遣予定。

（上）SOMAPにより郡レベルで整備されたハンドポンプの部品
の店。以前は首都のルサカまで買いに行かなければならず、故
障しても放置される要因となっていた（撮影：飯塚明夫）
（下）ウガンダでは池田達則さん（左）ら“水の防衛隊”が中心と
なり、学校を巡回して下痢の予防などに欠かせない手洗い指
導を行う「衛生キャラバン」を実施。簡易手洗い装置の作り方
も伝えている

ウガンダ

ザンビア

JICAの無償資金協力で建設された
ルアプラ州マンサ郡の井戸。後方で
女性がハンドポンプを操作している。
地下水に鉄分が含まれるこの井戸に
は、住民が維持管理できる簡易式の
除鉄装置が設けられている
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世
界
に
は

ど
ん
な
問
題
が
あ
る
ん
だ
ろ
う
？

　

あ
る
日
本
の
中
学
生
の
一
日
を
想
像
し
て

み
よ
う
。

　

朝
起
き
て
学
校
に
行
き
、
一
人
一
つ
ず
つ

用
意
さ
れ
て
い
る
席
に
つ
く
。
自
分
の
教
科

書
と
ノ
ー
ト
を
取
り
出
し
、
各
教
科
担
当
の

先
生
か
ら
授
業
を
受
け
る
。
お
昼
休
み
に
は

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
給
食
、
放
課
後
に

は
部
活
動
に
汗
を
流
す
―
。
私
た
ち
に
と
っ

て
は
当
た
り
前
の
こ
と
。
し
か
し
世
界
に
は
、

学
校
に
す
ら
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。

　
「
皆
、
世
界
の
一
員
だ
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
て
、
地
球
上
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
ま
し

ょ
う
！
」

　

４
月
下
旬
、
東
京
の
西
側
か
ら
延
び
る
黒

目
川
の
ほ
と
り
、
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た

埼
玉
県
新
座
市
立
第
三
中
学
校
―
。
３
年
４

組
の
教
室
で
は
、
担
任
の
井
戸
秀
紀
先
生
の

社
会
科
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　
「
今
日
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
」

　

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
中
学
校
の
教
科
書
に
は
載

っ
て
い
な
い
ト
ピ
ッ
ク
。
し
か
し
、「
８
つ
の

目
標
を
通
し
て
、
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
幅

広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
教
育
、
保
健
、

環
境
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
、
自
分
が
目
を
向

け
て
こ
な
か
っ
た
分
野
に
も
関
心
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
、
社
会
科
で
取
り
入
れ
る
こ

Ｍ
Ｄ
Ｇｓ

一
番
大
切
な
目
標
は
ど
れ
？

教
室
で
世
界
の
人
を

思
い
や
る
心
を
は
ぐ
く
む

戦
争
、食
料
不
足
、干
ば
つ
、環
境
問
題
・・・
。

地
球
上
に
は
、私
た
ち
が
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
、過
酷
な
状
況
に
生
き
る
人
た
ち
が
い
る
。

そ
ん
な
世
界
の
問
題
に
つ
い
て
学
び
、今
、自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
―
。

そ
の
実
践
の
場
、新
座
市
立
第
三
中
学
校
の
井
戸
秀
紀
先
生
の
授
業
を
取
材
し
た
。

第17 回

地球号の
子どもたち

と
に
し
ま
し
た
」（
井
戸
先
生
）。　

　

授
業
は
意
外
な
形
で
始
ま
っ
た
。
一
つ
一

つ
の
目
標
の
説
明
か
ら
始
ま
る
の
か
と
思
い

き
や
―
。

　
「
こ
の
中
か
ら
一
つ
目
標
を
捨
て
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
ど
れ
を
選
び
ま
す
か
？
」

　

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
世
界
の
貧
し
い
人
々
を
救
う

た
め
に
ど
れ
も
必
要
。
一
つ
削
る
な
ん
て
で

き
な
い
。
そ
ん
な
戸
惑
い
を
見
せ
な
が
ら
も
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
議
論
が
始
ま
っ
た
。

　
「
食
べ
な
い
と
死
ん
じ
ゃ
う
か
ら
、
飢
餓
の

問
題
は
外
せ
な
い
よ
」

　
「
学
校
に
行
か
な
く
て
も
、
家
で
勉
強
す
れ

ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？
」

　
「
健
康
な
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
く
る
た
め

に
も
、
お
母
さ
ん
を
守
る
こ
と
は
大
切
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
飛
び
交
う
中
、
6
つ

の
グ
ル
ー
プ
が
〝
捨
て
る
目
標
〞
に
選
ん
だ

の
は
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
（
目
標
２
）

と
先
進
国
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
目
標
８
）。

見
事
二
つ
に
分
か
れ
た
。

　
「
直
接
命
に
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
。
ま

ず
は
食
べ
な
い
と
死
ん
で
し
ま
う
」「
先
進
国

が
助
け
る
だ
け
で
な
く
、
貧
し
い
人
た
ち
自

身
も
努
力
し
て
い
か
な
い
と
」。
途
上
国
に
行

っ
た
こ
と
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
彼

井戸先生の授業はグループワーク中心。世界の問題
について、生徒同士で話し合うことで理解が深まる

「身近にできることから見つけていこう」。
第三中学校では、途上国にワクチンを贈
るため、昨年からペットボトルのキャップの
回収に取り組んでいる

教室にも、生徒手作りの
ペットボトルのキャップの
回収ボックスが設置されて
いる

ら
な
り
に
想
像
力
を
働
か
せ
、途
上
国
の
〝
人
〞

に
思
い
を
は
せ
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。

　

井
戸
先
生
は
教
師
三
年
目
の
昨
年
８
月
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
教
師
海
外
研
修
※
で
モ
ン
ゴ
ル
を

訪
問
し
た
。「
途
上
国
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

を
自
分
の
目
で
見
て
、
生
徒
た
ち
に
伝
え
た

い
」。
そ
ん
な
思
い
で
参
加
を
決
意
し
た
と
い

う
。「
現
地
で
出
会
っ
た
途
上
国
の
人
々
が
抱

え
る
問
題
を
、
ど
の
よ
う
に
ア
レ
ン
ジ
し
て

教
材
化
し
て
い
く
か
。
常
に
一
教
師
と
し
て
、

授
業
で
〝
生
徒
に
伝
え
る
〞
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
て
行
動
し
て
い
ま
し
た
」。
帰
国
後
も
、

参
加
者
同
士
で
勉
強
会
を
重
ね
た
。
そ
の
よ

う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
今
日
の
授
業
だ
。

　
「
そ
れ
で
は
最
後
に
、
自
分
が
最
も
必
要
だ

と
思
う
目
標
を
選
び
ま
し
ょ
う
」

　

世
界
で
優
先
す
べ
き
課
題
は
何
か
。
こ
れ

ま
で
授
業
で
学
ん
だ
知
識
を
フ
ル
に
活
用
し

て
考
え
る
生
徒
た
ち
。「
助
け
る
べ
き
命
が
な

い
と
、
薬
を
開
発
し
て
も
意
味
が
な
い
」「
天

候
が
不
安
定
だ
と
、
コ
メ
も
育
た
な
い
」「
リ

サ
イ
ク
ル
運
動
と
か
、
環
境
な
ら
僕
た
ち
で

も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
も
」。
ま
ず
は
世
界

を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
―
。
そ
ん
な
井
戸

先
生
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
意
見
ば
か
り
だ
っ

た
。

　

授
業
終
了
後
、
生
徒
た
ち
の
感
想
文
を
見

せ
て
も
ら
う
と
、
ど
の
紙
に
も
び
っ
し
り
と

感
想
が
書
か
れ
て
い
た
。「
私
た
ち
中
学
生
に

で
き
る
こ
と
な
ん
て
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
、
何
一
つ
で
き
な
い
訳
で
は
な
い
。
一

人
一
人
が
考
え
を
出
し
合
っ
て
、
他
人
に
尽

く
せ
る
優
し
さ
を
持
て
ば
、
世
界
の
問
題
の

解
決
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」
と
つ
づ
っ

た
長
谷
川
葵
さ
ん
。
彼
女
は
す
で
に
、
そ
の

先
に
目
を
向
け
て
い
た
。

　
「
中
学
生
は
シ
ャ
イ
な
子
が
多
い
で
す
が
、

そ
の
反
面
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
書
く
力
が

高
ま
る
時
期
で
す
。
こ
う
し
た
意
見
を
学
級

通
信
に
載
せ
て
、
生
徒
た
ち
と
ど
ん
ど
ん
ぶ

つ
け
合
っ
て
い
き
た
い
」
と
井
戸
先
生
。
さ

ら
に
、「
授
業
を
通
じ
て
、
ま
ず
は
隣
に
い
る

仲
間
を
思
い
や
る
心
を
養
っ
て
ほ
し
い
。
そ

れ
が
世
界
の
人
を
助
け
た
い
と
い
う
気
持
ち

に
つ
な
が
れ
ば
」。
彼
ら
の
卒
業
ま
で
、
共
に

世
界
の
問
題
に
向
か
い
合
っ
て
い
く
意
気
込

み
だ
。

　

第
三
中
学
校
、
３
年
４
組
発
の
国
際
協
力

―
。
今
こ
こ
か
ら
、
ど
う
発
展
し
て
い
く
か

楽
し
み
で
な
ら
な
い
。

井戸先生は昨年8月に「JICA教師海外研修」
でモンゴルを訪問。現地での体験を授業で伝え
ている

※国際理解教育・開発教育に関心のある小中高校の教員を対象に、JICAが毎年実施している開発途上国での研修プログラム。約10日間、JICAの支援国で国際協力
の現場を視察し、参加者はその体験を帰国後の授業で生かしている。募集の詳細については、最寄りのJICA国内機関へ。

（上）グループごとに悩みに悩んだ結果、選んだ目標を黒板に張っていく　
（下）井戸先生の指導のもと、活発な議論が展開。「将来、途上国の人を手助けしたい」
（山路絵理香さん、写真）、「食料問題についてもっと勉強してみたい」（埜間元希くん）。
国際協力の担い手は、確実に育っている
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徳島県吉野川市にある、まちの小さな医療施設「さくら診療所」。
医師不足が叫ばれるこの土地で、地域医療に貢献する傍ら、
NPO法人TICOとしての国際協力活動に力を入れている。

高齢化による人手不足で放置されている地元のゆず畑の復元を目指し、「わらびの会」と協働で、毎年秋にゆず狩りのイベントを
実施。地域の人々に、「地域資源」や「食」を見直す機会を提供している。収穫したゆずの収益はTICOの活動に寄付されている

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

　

徳
島
県
の
北
部
、
吉
野
川
が
は
ぐ
く
む
豊

か
な
自
然
の
恩
恵
を
受
け
る
吉
野
川
市
―
。

　

徳
島
駅
か
ら
電
車
で
揺
ら
れ
る
こ
と
約
１

時
間
、
阿
波
山
川
駅
の
近
く
に
ち
ょ
っ
と
ユ

ニ
ー
ク
な
診
療
所
が
あ
る
。
ま
ず
目
に
入
る

の
は
、
桜
の
木
で
で
き
た
大
き
な
看
板
。
吉

野
川
上
流
の
ス
ギ
に
囲
ま
れ
た
建
物
は
、
と

て
も
医
療
施
設
と
は
思
え
な
い
、
何
と
も
温

か
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
院
長
を

務
め
る
の
は
、
こ
の
土
地
で
生
ま
れ
育
っ
た

吉
田
修
さ
ん
。
白
衣
は
身
に
着
け
な
い
。
親

し
み
や
す
い〝
ま
ち
の
お
医
者
さ
ん
〞と
し
て
、

地
域
の
人
々
に
慕
わ
れ
て
い
る
。

　

実
は
こ
の
吉
田
さ
ん
、
も
う
一
つ
の
顔
を

持
つ
。
ア
フ
リ
カ
南
部
に
あ
る
ザ
ン
ビ
ア
を

中
心
に
国
際
協
力
に
取
り
組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
代
表
で
も
あ
る
の
だ
。

　
「
地
域
医
療
と
国
際
協
力
、
実
は
つ
な
が
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
」

　

吉
田
さ
ん
は
今
か
ら
約
20
年
前
、
青
年
海

外
協
力
隊
と
し
て
マ
ラ
ウ
イ
に
赴
任
。「
医
師

に
な
っ
て
７
年
目
、
最
初
は
往
診
に
行
く
よ

う
な
感
覚
で
し
た
」
と
笑
う
が
、
現
地
で
は

吉
田
さ
ん
以
外
に
外
科
医
は
い
な
い
。
来
る

日
も
来
る
日
も
手
術
の
連
続
だ
っ
た
。
あ
っ

と
い
う
間
の
２
年
間
、
力
の
限
り
を
尽
く
し

た
が
、「
後
任
の
隊
員
が
お
ら
ず
、
こ
の
後
、

彼
ら
は
ど
う
な
っ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

た
」
と
言
う
。
帰
国
後
も
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
籍
を
置

い
て
緊
急
医
療
支
援
に
携
わ
っ
た
。
し
か
し
、

「
た
く
さ
ん
の
人
を
助
け
ま
し
た
。
で
も
そ
れ

以
上
に
、
助
け
ら
れ
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い

た
の
も
確
か
で
す
」。
心
に
残
っ
た
の
は
無
力

感
。
一
つ
の
土
地
に
根
差
し
た
協
力
が
し
た

い
―
。
い
つ
し
か
そ
う
強
く
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
、
吉
田
さ
ん
が
ず
っ
と

感
じ
て
い
た
こ
と
。
日
本
に
も
国
際
協
力
に

関
心
の
あ
る
医
師
は
た
く
さ
ん
い
る
。
し
か

し
日
本
で
の
仕
事
の
不
安
も
あ
り
、
そ
の
一

歩
が
踏
み
出
せ
な
い
。
そ
ん
な
医
師
た
ち
が
、

交
替
で
国
際
協
力
に
取
り
組
め
る
場
所
が
つ

く
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

１
９
９
３
年
に
誕
生
し
た
の
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
」※
。
99
年
に
は
「
さ
く
ら
診
療

所
」
を
開
業
し
、
協
力
隊
時
代
の
同
期
、
福

士
庸
二
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
さ
く
ら
診

療
所
の
医
師
と
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
代
表
、
国
内
外

で
二
足
の
わ
ら
じ
を
履
い
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
が
設
立
当
初
か
ら
支
援
し
て
い

る
の
が
、
か
つ
て
J
I
C
A
専
門
家
と
し
て

赴
任
し
て
い
た
ザ
ン
ビ
ア
。
長
年
、
医
師
と

し
て
国
際
協
力
に
携
わ
っ
て
き
た
吉
田
さ
ん

だ
が
、「
医
療
だ
け
で
は
貧
困
問
題
の
解
決
に

は
つ
な
が
ら
な
い
」
と
、
他
の
分
野
の
支
援

に
も
力
を
入
れ
る
。
そ
の
根
底
に
あ
る
の
が
、

２
０
０
２
〜
03
年
の
干
ば
つ
の
教
訓
を
経
て

た
ど
り
着
い
た
〝
Ｗ
Ａ
Ｈ
Ｅ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
〞。

W
ater

（
水
）、Agriculture

（
農
業
）、Health

（
健
康
）、Education

（
教
育
）
に
着
目
し
た

包
括
的
な
農
村
開
発
だ
。　

　

さ
ら
に
07
年
か
ら
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根

技
術
協
力
事
業
を
通
じ
て
、
首
都
ル
サ
カ
か

ら
約
1
0
0
キ
ロ
の
所
に
あ
る
チ
ボ
ン
ボ
郡

で
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
支
援
を

ス
タ
ー
ト
。
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
悪

い
こ
の
地
域
に
簡
易
診
療
所
を
設
立
し
、
そ

の
運
営
を
補
助
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
・
ヘ

ル
ス
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
を
通
じ
て
、
地
域
医

療
の
改
善
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
だ
。
ま

た
08
年
か
ら
は
、
同
じ
く
四
国
を
拠
点
と
す

る
公
益
社
団
法
人
セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド
と
協
働

で
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
救

急
シ
ス
テ
ム
の
普
及
に
も
取
り
組
む
。

　
「
途
上
国
を
支
援
す
る
だ
け
で
な
く
、
私
た

ち
自
身
も
、
地
球
に
負
担
を
か
け
る
生
活
を

送
っ
て
い
な
い
か
、
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
」

　

そ
う
強
調
す
る
吉
田
さ
ん
は
、
日
本
国
内

で
の
啓
発
活
動
に
も
積
極
的
だ
。
さ
く
ら
診

療
所
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
た
「
地
球
人
カ
レ

ッ
ジ
」
も
そ
の
一
つ
。
月
１
回
、
国
内
外
で

活
躍
す
る
国
際
協
力
の
実
務
者
を
招
き
、
地

域
の
人
々
を
対
象
に
講
演
会
を
行
う
。
ま
た
、

医
学
生
を
対
象
に
し
た
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
道
場
」

で
は
、
吉
田
さ
ん
の
自
宅
に
寝
泊
ま
り
し
、

世
界
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
農
作
業
な
ど
が
経
験
で
き
る
。「
一
医

師
と
し
て
、
真
の
〝
健
康
〞
と
は
、
人
間
に

と
っ
て
本
当
に
大
切
な
こ
と
と
は
何
か
に
気

付
い
て
ほ
し
い
」。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ザ
ン
ビ

ア
の
小
物
な
ど
を
販
売
す
る
バ
ザ
ー
や
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ウ
ォ
ー
ク
な
ど
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
、
幅
広
い
世
代
が
参
加
で
き
る
〝
地

域
ぐ
る
み
の
国
際
協
力
〞

を
実
践
し
て
い
る
。

　

現
在
、
同
じ
く
診
療
所

に
勤
め
る
渡
部
豪
さ
ん

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
業
担
当
）

と
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

み
、Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
と
の
活
動

を
両
立
さ
せ
て
い
る
吉
田

さ
ん
。
吉
田
さ
ん
が
ザ
ン

ビ
ア
に
行
く
時
に
は
渡
部
さ
ん
が
、
逆
に
、

渡
部
さ
ん
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
行
く
時
に
は
吉

田
さ
ん
が
診
療
所
の
診
察
に
当
た
る
。「〝
困

っ
て
い
る
人
を
助
け
る
〞
と
い
う
思
い
は
、

地
域
医
療
も
国
際
協
力
も
同
じ
。
熱
意
あ
る

若
い
医
師
を
探
し
て
い
ま
す
」。

　

最
終
的
に
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
が
目
指
し
て
い
る
の

は
、〝
循
環
型
社
会
〞
の
実
現
。「
自
然
は
人

間
の
生
活
に
必
要
な
も
の
を
用
意
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
を
つ

く
る
た
め
、
自
然
の
恵
み
を
い
か
に
守
り
活

用
し
て
い
く
か
。
世
界
が
一
体
と
な
り
、
考
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。日
本
も
途
上
国
も
、

根
本
的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
は
同
じ
―
。

吉
田
さ
ん
率
い
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
の
メ
ン
バ
ー
は
、

そ
う
強
く
感
じ
て
い
る
。

〝
診
療
所
〞を
拠
点
に
し
た

徳
島
発
の
国
際
協
力

包
括
的
な
取
り
組
み
に
よ
り

貧
困
削
減
を
目
指
す

徳島県吉野川市を拠点に、ザンビ
アをはじめ開発途上国で国際協力
を展開するNGO。保健医療、農業、
水、教育など包括的な支援に取り組
む。2008年からはカンボジアでも活
動を開始。国際協力を通じて学んだ
経験や知識を日本の地域の人々と
分かち合うため、県内でも講演会や
イベントなどを積極的に開催。現在、
ザンビアとカンボジアでJICA草の根
技術協力事業を実施中。

NPO法人TICO

12世界の世界のために循ために循　環型社会を実現型社会を実現しよう

4月の地球人カレッジ
は、カンボジアに赴任し
た古家聖子さんの活動
報告。「医師としての役
割を、改めて考えるきっ
かけになりました」。地球
人カレッジは、毎回イン
ターネットでもライブ配
信されている

吉田さんは自称“兼業農家”。診療所や自宅
の食事で使う野菜を無農薬栽培している

さくら診療所の施設は、太陽
光発電や生ごみのコンポスト
化など、徹底的に環境に配慮
した造りになっている

ザンビアでは、地域の人々が主体と
なって農村開発に取り組めるような
仕組みづくりを支援。「あくまで実務
者は現地の人たち。私たちは黒子的
存在です」

カンボジアの救急隊とともに、救急
時の対応のシミュレーションを行う※当時は「徳島で国際協力を考える会」。

吉  野  川  市
［ 徳　島　県 ］

徳島県

吉野川市
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ル
ー
ル
を
守
り
、

勝
つ
た
め
の
工
夫
を
考
え
て
ほ
し
い

も
な
く
開
催
さ
れ
る
F
I
F
A
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
。

日
本
の
予
選
リ
ー
グ
初
戦
の
相
手
、
カ
メ

ル
ー
ン
を
北
澤
豪
さ
ん
が
訪
れ
た
の
は
今

年
3
月
の
こ
と
。
人
々
の
活
気
に
包
ま
れ

た
市
内
の
通
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
の

カ
ラ
フ
ル
な
サ
ッ
カ
ー
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
身

に
ま
と
う
た
く
さ
ん
の
男
性
た
ち
が
。
中

に
は
日
本
代
表
の
格
好
を
す
る
人
も
い

る
。
北
澤
さ
ん
は
、
カ
メ
ル
ー
ン
の
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
人
々
に
圧
倒
さ
れ
た
だ
け

で
な
く
、
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る
並
々
な
ら

ぬ
情
熱
も
間
近
に
感
じ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

首
都
ヤ
ウ
ン
デ
か
ら
南
東
に
車
で
約
30

分
、
ン
フ
ー
と
い
う
町
に
は
日
本
の
無
償

資
金
協
力
で
建
設
さ
れ
た
小
学
校
が
あ

る
。
こ
こ
で
教
員
と
し
て
活
動
す
る
の
が
、

青
年
海
外
協
力
隊
の
野
中
三
起
子
さ
ん
。

2
0
0
9
年
3
月
か
ら
、
体
育
や
図
工
な

ど
情
操
教
育
の
普
及
を
通
じ
、
児
童
の
創

造
力
・
想
像
力
を
養
っ
た
り
、
協
調
性
・

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
は
ぐ
く
む
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

　

北
澤
さ
ん
の
現
地
訪
問
で
恒
例
と
な
っ

て
い
る
の
が
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し

た
サ
ッ
カ
ー
教
室
。
今
回
は
、
こ
の
小
学

校
が
舞
台
だ
。
到
着
す
る
と
、
大
勢
の
児

童
が
歌
や
ダ
ン
ス
で
北
澤
さ
ん
を
出
迎
え

る
。
北
澤
さ
ん
も
輪
に
加
わ
り
、
そ
の
温

か
な
歓
迎
に
応
え
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
1
チ
ー
ム
約
15
人
×
4
チ
ー
ム
の
計

60
人
。
準
備
体
操
に
続
い
て
、
チ
ー
ム
ご

と
の
ド
リ
ブ
ル
練
習
が
始
ま
っ
た
。
す
る

と
、
話
を
聞
い
て
い
な
い
子
、
隣
の
チ
ー

ム
を
ぼ
ん
や
り
眺
め
て
い
る
子
な
ど
、
み

ん
な
の
意
識
が
ば
ら
ば
ら
な
こ
と
に
北
澤

さ
ん
は
気
付
く
。
そ
し
て
、
指
示
を
聞
か

ず
適
当
に
練
習
す
る
子
ど
も
に
は
、
単
に

練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
す
の
で
は
な
く
、

〝
勝
つ
た
め
の
工
夫
〞
を
考
え
さ
せ
る
な

ど
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
や
考
え
努
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
続
け
た
。

　

ま
た
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
重
視
す
る
北

澤
さ
ん
。「
自
分
が
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
い

な
い
と
き
で
も
、
チ
ー
ム
全
体
の
動
き
を

把
握
し
て
、
チ
ー
ム
が
勝
利
す
る
た
め
に

自
分
に
何
が
で
き
る
か
常
に
考
え
、
み
ん

な
で
協
力
し
て
ほ
し
い
」
と
子
ど
も
た
ち

に
話
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
北

澤
さ
ん
も
参
加
。
時
に
は
華
麗
な
ボ
ー
ル

さ
ば
き
で
子
ど
も
た
ち
を
魅
了
し
、
ま
た

時
に
は
子
ど
も
た
ち
の
プ
レ
ー
を
鼓
舞
す

る
な
ど
、
積
極
的
に
子
ど
も
た
ち
と
触
れ

合
っ
て
い
た
。
ゲ
ー
ム
に
参
加
し
た
子
ど

も
以
外
に
も
、
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
が
応

援
に
駆
け
付
け
、
サ
ッ
カ
ー
教
室
は
大
盛

況
。
閉
会
式
で
は
、
北
澤
さ
ん
か
ら
子
ど

も
た
ち
に
ボ
ー
ル
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
贈
ら

れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
ッ
カ
ー
人
気
と
は
裏
腹

に
、
カ
メ
ル
ー
ン
で
は
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

を
な
か
な
か
手
に
で
き
な
い
社
会
の
実
情

が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に

擦
り
切
れ
た
ボ
ー
ル
や
、
ぐ
る
ぐ
る
に
巻

い
た
布
を
ボ
ー
ル
代
わ
り
に
し
て
駆
け
回

り
、
き
れ
い
な
ボ
ー
ル
が
な
く
て
も
サ
ッ

カ
ー
を
楽
し
む
こ
と
は
忘
れ
な
い
。

　

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
野
中
さ
ん

は
、
図
工
の
授
業
で
廃
材
な
ど
を
利
用
し

た
手
製
の
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
作
り
を
行
っ

て
い
る
。〝
サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
心
〞
を

伸
ば
そ
う
と
い
う
こ
の
取
り
組
み
に
、
同

じ
く
サ
ッ
カ
ー
を
心
か
ら
愛
す
る
北
澤
さ

ん
も
感
動
し
た
よ
う
だ
っ
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
作
り
に
続
い
て
、
教

室
で
は
張
り
絵
づ
く
り
が
始
ま
る
。
人
の

絵
が
描
か
れ
た
紙
に
、
子
ど
も
た
ち
そ
れ

ぞ
れ
が
好
き
な
色
や
柄
の
布
を
自
由
に
切

り
張
り
し
て
い
く
。

　

カ
メ
ル
ー
ン
で
は
、
授
業
時
間
の
不
足

や
、
器
具
を
入
手
で
き
な
い
な
ど
の
理
由

で
、
図
工
や
体
育
な
ど
の
情
操
教
育
が
十

分
に
行
き
届
い
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ

れ
で
は
子
ど
も
た
ち
の
個
性
や
創
造
性
を

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
。

　

以
前
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
子
ど

も
た
ち
の
心
の
成
長
や
個
性
を
伸
ば
す
こ

と
を
尊
重
し
て
い
る
北
澤
さ
ん
も
、
こ
の

授
業
を
う
れ
し
そ
う
に
見
つ
め
る
。
ま
た

一
方
で
、
カ
メ
ル
ー
ン
の
初
等
教
育
の
実

態
に
思
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
考
え
深
げ

な
様
子
だ
っ
た
。

　

北
澤
さ
ん
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
で
真
剣
に

練
習
に
臨
み
、
プ
レ
ー
に
歓
声
を
上
げ
る

子
ど
も
た
ち
。
そ
し
て
野
中
さ
ん
の
図
工

の
授
業
で
、
自
由
に
、
そ
し
て
楽
し
そ
う

に
布
を
切
り
張
り
す
る
子
ど
も
た
ち
。
ど

の
顔
も
み
ん
な
明
る
く
輝
き
、
学
ぶ
楽
し

さ
や
表
現
す
る
喜
び
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

時
間
が
な
い
、
手
間
が
か
る
と
い
う
の
を

理
由
に
、
情
操
教
育
へ
の
取
り
組
み
が
遅

れ
て
い
る
カ
メ
ル
ー
ン
だ
が
、
机
に
向
か

っ
て
先
生
の
話
を
聞
く
だ
け
の
授
業
で
は

得
ら
れ
な
い
〝
モ
ノ
〞
が
た
く
さ
ん
あ
る
。

表
現
す
る
こ
と
、
協
力
す
る
こ
と
、
努
力

す
る
こ
と
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
人
間
を

大
き
く
し
、
い
ず
れ
国
を
も
成
長
さ
せ
て

い
く
力
に
な
る
の
だ
。

個
性
や
創
造
性
を
伸
ば
す

情
操
教
育
を

ま

サ
ッ
カ
ー
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で

脚
光
浴
び
る
ア
フ
リ
カ
を

北
澤
豪
さ
ん
が
訪
問

特 別 レ ポ ー ト

サッカー教室は準備体操から。子どもたちも見よう見まねで北澤さんの指示に従う

文・写真＝三田村 麻季子（JICA広報室）

カメルーン
ヤウンデ

ア
フ
リ
カ
大
陸
で
開
催
さ
れ
る
初
め
て
の
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
。

そ
ん
な
記
念
す
べ
き
イ
ベ
ン
ト
を
6
月
に
控
え
、ア
フ
リ
カ
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、

J
I
C
A
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
北
澤
豪
さ
ん
が
カ
メ
ル
ー
ン
を
訪
れ
た
。

（上）図工のクラスで張り絵にチ
ャレンジ。好きな布を自由に切り
張りしていく子どもたち
（中右）廃材を利用した手作り
サッカーボールが隊員から紹介
された
（中左）野中さんに積極的に質
問を投げ掛ける北澤さん
（下）カメルーンの市内はサッカ
ーユニホームを着た人々で溢れ
ていた

ボール1個あれば空き地は瞬く間にサッカーグラウンドに
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
フ
リ
カ
地
域
開
発
市
民
の
会

（
Ｃ
ａ
ｎ
Ｄ
ｏ
）は
、
１
９
９
８
年
の
設
立
以
来
、

ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
か
ら
約
２
５
０
キ

ロ
、
ム
イ
ン
ギ
東
県
で
学
校
建
設
や
女
性
を
対

象
に
し
た
保
健
教
育
、
小
学
校
で
の
環
境
教
育

な
ど
を
支
援
し
て
き
た
。し
か
し
こ
こ
数
年
、代

表
理
事
の
永
岡
宏
昌
さ
ん
は
、
支
援
の
現
場
で

強
く
危
機
感
を
覚
え
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
問
題
は
思
っ
た
以
上

に
深
刻
で
、
妊
産
婦
の
死
亡
例
を
現
場
で
耳
に

す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。人
々
の
持

つ
情
報
が
混
乱
し
て
い
た
り
偏
っ
て
い
た
り
し

て
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
感
染
予
防
や
出
産
に
関

す
る
危
険
な
状
況
に
き
ち
ん
と
対
処
で
き
て
い

な
い
の
で
す
」

　

さ
ら
に
永
岡
さ
ん
は
こ
う
続
け
る
。

　
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
言
え
ば
、『
死

に
至
る
恐
ろ
し
い
病
』、『
不
道
徳
な
行
為
の
結

果
発
症
し
た
罰
』と
い
っ
た〝
脅
し
〞が
住
民
の

間
で
横
行
し
て
い
ま
す
。な
ぜ
発
症
す
る
の

か
、
予
防
の
た
め
に
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、

Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
に
は
ど
う
接
す
べ
き
か
な
ど

の
教
育
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で

す
」

　

出
産
に
際
し
て
も
、
多
く
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
。ム
イ
ン
ギ
東
県
で
は
、
妊
婦
は
立
っ
た

ま
ま
出
産
す
る
の
が
伝
統
。助
産
婦
は
、
妊
婦

の
体
液
を
浴
び
な
が
ら
、
生
ま
れ
て
く
る
赤
ん

坊
を
素
手
で
受
け
る
。し
か
し
、
木
の
茂
る
道

を
素
足
で
歩
い
て
生
活
す
る
彼
ら
の
体
に
は

生
傷
が
絶
え
な
い
。そ
う
、
出
産
の
場
は
、Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
の
ル
ー
ト
に
も
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
陽
性
者
は
相
当
の
数
で
す
。し
か

し
、
誰
が
感
染
し
て
い
る
の
か
、
見
た
だ
け
で

は
分
か
ら
な
い
。村
人
た
ち
は
疑
心
暗
鬼
に
な

り
、
う
わ
さ
が
う
わ
さ
を
呼
ん
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
壊
さ
れ
て
い
き
ま
す
」

　

そ
う
し
た
危
機
感
か
ら
、Ｃ
ａ
ｎ
Ｄ
ｏ
は
エ

イ
ズ
教
育
と
母
性
保
護
教
育
に
焦
点
を
当
て

た
支
援
を
開
始
。舞
台
は
ム
イ
ン
ギ
東
県
の
西

に
位
置
す
る
ミ
グ
ワ
ニ
県
。そ
の
活
動
資
金

に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
基
金
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　　

Ｃ
ａ
ｎ
Ｄ
ｏ
の
活
動
に
は
、
一
貫
し
て
、
あ

る
特
徴
が
あ
る
。

　
「
基
本
的
に
、
私
た
ち
の
活
動
は〝
地
域
の
大

人
た
ち
〞
を
中
心
に
展
開
し
て
い
ま
す
。大
人

が
学
校
の
先
生
と
一
緒
に
な
っ
て
子
ど
も
た

ち
を
育
て
、
行
政
と
協
力
し
て
地
域
を
よ
り
良

く
し
て
い
く
。そ
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
も

ら
い
、
行
動
に
移
し
て
い
く
た
め
の
サ
ポ
ー
ト

こ
そ
が
私
た
ち
の
役
割
で
す
」

　

ミ
グ
ワ
ニ
県
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、Ｈ
Ｉ

Ｖ
／
エ
イ
ズ
や
母
性
保
護
に
つ
い
て
、
大
人
を

大
人
た
ち
が
地
域
社
会
を
リ
ー
ド
す
る

社
会
の
大
切
さ

村
社
会
が
エ
イ
ズ
で

壊
さ
れ
る
と
い
う
危
機
感

Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
の
ま
ん
延
防
止
や
妊
産
婦
の
健
康
改
善
。ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
s
）に
も
掲
げ
ら
れ
た
こ
の
２
つ
を
テ
ー
マ
に
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
フ
リ
カ

地
域
開
発
市
民
の
会（
Ｃ
ａ
ｎ
Ｄ
ｏ
）が
ケ
ニ
ア
で
活
動
中
だ
。健
康
で
豊
か
な

社
会
を
築
く
た
め
、地
域
の
リ
ー
ダ
ー
養
成
に
奮
闘
し
て
い
る
。

対
象
に
学
習
会
を
開
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に

正
し
い
知
識
を
普
及
さ
せ
る
の
が
目
的
だ
。と

は
い
え
、
最
初
は
〝
な
か
な
か
人
が
集
ま
ら
な

い
〞
の
が
現
状
。永
岡
さ
ん
た
ち
は
こ
れ
ま
で

の
活
動
の
中
で
、
そ
う
し
た〝
苦
い
経
験
〞を
何

度
も
し
て
き
て
い
る
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
地
域
の
ま
と
め
役
で
あ
る

村
長
老
、
キ
リ
ス
ト
教
教
会
の
牧
師
や
リ
ー
ダ

ー
、
元
小
学
校
校
長
、
住
民
グ
ル
ー
プ
代
表
な

ど
、
地
域
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
に
ア
プ
ロ

ー
チ
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
。ま
ず
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
率
い
る
彼
ら
に
、
エ
イ
ズ
対
策

や
母
性
保
護
の
大
切
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
。

アフリカ地域開発市民の会（CanDo）の活動の
様子や団体の詳細はホームページでご覧になれ
ます。http://www.cando.or.jp/

ケ
ニ
ア
に
健
や
か
な

地
域
社
会
を
築
く
リ
ー
ダ
ー
を

ココロとココロ
～届け 私たちの思い～

NPO法人
アフリカ地域開発市民の会

住民を対象とした母性保護学習会。
まずは“知る”ことが第一歩。青空の
下、ケニア人講師の話に耳を傾ける

JICAでは、国際協力に関心のある日本の皆さまからの寄付
を、開発途上国の貧困削減や環境保全への取り組みに活用
する「世界の人びとのためのJICA基金」で受け付けていま
す。皆さまのご支援をお待ちしております。

お寄せいただいた寄付金は、途上国の貧困削減、医療や教育の提供、
環境問題の解決などに取り組むNGOの活動に充てられます。各支援
活動や寄付金事業収支についてのご報告は、「JICA寄付サイト」で公
表します。

あなたの小さな一歩から始まる国際協力

世界の人びとのためのJICA基金

寄付金の使われ方

「JICA寄付サイト」からお申し込み下さい。クレジットカードによる決済
や、銀行・郵便振込みなどがお使いいただけます。
JICA寄付サイトURL:http://www.kifu.jica.go.jp/

寄付の方法

そ
の
上
で
、
住
民
を
対
象
と
す
る
学
習
会
へ
の

協
力
を
取
り
付
け
た
。そ
し
て
、
最
低
で
も
20

人
を
集
め
る
こ
と
を
目
標
に
設
定
。彼
ら
の
協

力
も
あ
っ
て
、
計
８
回
で
３
６
５
人
も
の
住
民

が
集
う
学
習
会
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
学
習
会
の
進
行
に
も
工
夫
を
凝
ら
し

て
い
る
。一
方
的
な
講
義
形
式
で
は
な
く
、
ロ

ー
ル
プ
レ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、〝
こ
の
よ
う
な

場
合
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
対
処
す
る
か
〞な
ど
、

常
に
参
加
者
に
問
い
掛
け
な
が
ら
関
心
を
引

き
寄
せ
て
い
る
の
だ
。「
そ
の
場
に
い
る
人
全

員
が
、
本
当
の
意
味
で〝
参
加
〞す
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
」。

　

そ
し
て
終
了
後
に

は
、
必
ず
ス
タ
ッ
フ
間

で
分
析
会
議
を
開
く
。

女
性
が
ど
ん
な
質
問
を

し
た
か
、
男
性
は
ど
う

か
、
年
齢
別
の
反
応
は

ど
う
だ
っ
た
か
│
。そ

う
い
っ
た
点
か
ら
、
地

域
の
文
化
や
習
慣
も
分

か
っ
て
く
る
か
ら
だ
。

実
際
、
立
位
出
産
や
素

手
で
作
業
す
る
助
産
婦

の
話
も
、
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
は
学
習

会
を
通
し
て
初
め
て
分
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

会
議
の
結
果
は
情
報
シ
ー
ト
に
ま
と
め
ら
れ
、

次
回
の
学
習
会
に
生
か
さ
れ
る
。回
を
重
ね
る

ご
と
に
、
よ
り
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
仕
組
み
だ
。

　
「
参
加
者
の
熱
意
に
触
れ
た
時
が
最
も
う
れ

し
い
。地
域
の
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ
て
い
る
と
実

感
す
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
」

　

大
人
た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
地
域
の
人
々

を
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
か
ら
守
り
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
育
て
ら
れ
る
健
康
な
地
域
社
会
を
築

い
て
い
く
│
。「
そ
ん
な
社
会
こ
そ
が
、
本
当
の

意
味
で
〝
豊
か
な
〞
社
会
と
い
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」。

　

ケ
ニ
ア
で
長
年
に
わ
た
り
支
援
活
動
を
続

け
て
き
た
国
際
協
力
の
ベ
テ
ラ
ン
、
永
岡
さ
ん

は
そ
う
確
信
し
て
い
る
。

（上）村長老・オピニオンリーダーとの会議で発言をする
永岡さん
（中）講師の話を聞きながら、熱心にメモを取る参加者
（下）ケニア人の保健専門家やスタッフと、保健事業の
方向性について協議する

ナイロビ

タンザニア

ソマリア

エチオピア

ケニア
ムインギ
東県

ミグワニ県
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J
I
C
A
経
済
基
盤
開
発
部
の

杉
田
樹
彦
さ
ん
は
、紛
争
・
災
害

後
の
復
興
支
援
を
担
当
し
、国
づ

く
り
の
基
礎
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
重
要
性
を
確
信
し
て
い
る
。

生
時
代
は
、
実
は
、
国
際
協
力
と
ほ
と

ん
ど
縁
が
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
う

と
、
子
ど
も
向
け
の
国
際
交
流
を
中
心
に
活

動
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
た
ま
た
ま
留
学
先

の
ア
メ
リ
カ
で
知
り
合
っ
た
ネ
パ
ー
ル
人
が
日

本
語
で
あ
い
さ
つ
し
て
き
て
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
専

門
家
に
教
え
て
も
ら
っ
た
」と
―
。
そ
こ
で 

〝
日

本
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
〞
の
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
ん

で
す
。
卒
業
後
は
、
環
境
分
野
の
仕
事
が
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
社
会
貢
献
に
も

興
味
が
あ
り
、
そ
の
両
方
に
携
わ
れ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
に
挑
戦
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
と
、
そ

も
そ
も
飽
き
っ
ぽ
い
性
格
な
の
で
（
笑
）、
い
ろ

ん
な
国
で
い
ろ
ん
な
分
野
の
仕
事
が
で
き
る

点
も
魅
力
で
し
た
。

　

日
々
の
業
務
で
感
じ
て
い
る
の
は
、
本
当
に

人
と
の
つ
な
が
り
に
支
え
ら
れ
た
仕
事
だ
と
い

う
こ
と
。
開
発
途
上
国
の
政
府
関
係
者
や
地

域
住
民
、
各
分
野
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で

あ
る
日
本
人
の
専
門
家
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
の
方
々
…
。さ
ま
ざ
ま
な
人
の
声
と
と
も
に
、 

全
員
の
〝
思
い
〞
を
実
現
し
て
い
く
の
が
私
た

ち
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
役
割
で
す
。

　

就
職
６
年
目
、
そ
れ
ま
で
本
部
で
担
当
し

て
い
た
復
興
国
の
現
場
を
自
分
の
肌
で
感
じ

た
い
と
、
自
ら
希
望
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に

赴
任
し
ま
し
た
。
実
際
、
す
ぐ
そ
ば
で
爆
発
音

が
聞
こ
え
る
な
ど
、
緊
張
感
に
包
ま
れ
る
こ
と

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
で
も
２
年
間
、
ま
さ
に

復
興
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
こ
の
国
に
身
を
置

き
、あ
ら
た
め
て
実
感
し
た
の
が
、〝
イ
ン
フ
ラ
〞

の
重
要
性
で
す
。
10
年
、
20
年
先
を
見
据
え
た

時
、
国
づ
く
り
、
人
づ
く
り
を
支
え
る
の
は
、

や
は
り
、
道
路
、
橋
、
電
気
、
水
道
と
い
っ
た
、

人
間
が
生
き
る
上
で
必
要
な〝
礎
〞な
の
で
す
。

　

現
在
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ス
ー
ダ
ン
、
コ
ン

ゴ
民
主
共
和
国
、
ハ
イ
チ
な
ど
で
都
市
地
域
の

復
興
支
援
を
中
心
に
担
当
し
て
い
ま
す
。
非

常
に
迅
速
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
分
野
で
す

が
、
相
手
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応
え
る
た
め
、

す
ぐ
に
現
地
に
入
り
、
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
実
現
可
能
か
ど
う
か

を
相
手
国
の
政
府
と
議
論
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
の
受
け
手
と
な
る
住
民
か
ら
も

し
っ
か
り
と
話
を
聞
き
ま
す
。
復
興
支
援
で
大

切
な
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
に
向
け
た

〝
協
働
〞
の
き
っ
か
け
づ
く
り
。
各
地
域
の
文

化
や
歴
史
的
背
景
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
住
民
の
目

線
に
立
ち
、
復
興
計
画
や
経
済
再
建
の
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、
政
府
関
係
者
と
ア

イ
デ
ア
を
共
有
し
実
現
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が

重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
３
月
に
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
北
西
部
の
マ

ナ
ー
島
に
「
新
マ
ナ
ー
橋
」
が
日
本
の
協
力
で

完
成
し
ま
し
た
。
四
半
世
紀
に
わ
た
る
紛
争
の

激
戦
地
で
あ
っ
た
こ
の
地
に
、
本
島
と
つ
な
が

る
唯
一
の
交
通
手
段
が
復
旧
さ
れ
た
の
で
す
。

激
し
い
戦
闘
下
、
工
事
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

〝
N
O
〞と
言
わ
な
い
自
分
で
あ
り
た
い

な
が
ら
も
、
日

本
人
技
術
者
、

対
立
し
て
い
た

２
つ
の
民
族
の

労
働
者
が
共
に

汗
を
流
し
て
で

き
た
こ
の
橋
は
、

人
々
の
〝
希
望

の
象
徴
〞に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
は

〝
人
の
集
ま
る
場
〞
を
創
出
し
ま
す
。
道
路
や

橋
が
完
成
す
れ
ば
、
そ
の
瞬
間
か
ら
モ
ノ
が
動

き
出
し
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
生
ま
れ
る
。
人
が
交
わ
り
集
う
こ
と
で
、

社
会
は
発
展
し
て
い
く
の
で
す
。
そ
う
い
う
意

味
で
も
、
イ
ン
フ
ラ
は
貧
困
削
減
の
た
め
の
重

要
な
ツ
ー
ル
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

私
が
日
々
心
掛
け
て
い
る
の
は
、 〝
Ｎ
Ｏ
〞
と

言
わ
な
い
こ
と
。
も
ち
ろ
ん
、
時
に
は
対
応
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

で
も
ま
ず
は
、
相
手
の
要
望
を
受
け
止
め
て
、 

〝
ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か
〞
を
一
緒
に
考

え
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
国
際
機
関
、Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
他
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
の
強
み
を
パ
ズ
ル
の
よ
う
に
組
み
合
わ

せ
て
、〝
点
〞
か
ら
〝
面
〞
の
協
力
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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JICA経済基盤開発部
都市・地域開発グループ

杉田 樹彦
SUGITA Shigehiko

大学卒業後、2 0 0 2年
JICAに就職。筑波国際セ
ンター、無償資金協力部
（当時）、アフガニスタン事
務所、海外長期研修（イギ
リス）を経て、09年9月より
現職。

学

（上）スリランカ北部のマナー県で、住
民からヒアリングをする杉田さん（右）
（下）アフガニスタンでは国際空港の
建設も担当。「国の玄関口である空
港ターミナルが少しずつ形になってい
く様子は、アフガン復興の着実な一
歩を示していたと思います」

現地の人とのコミュニケーションを大切にして
いる杉田さん。「国と住民の声をつなぐ懸け橋
になりたいと思っています」

い
し
ず
え

from Headquarters
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４
月
13
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
外
務
省
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
共
同
派

遣
」の
実
施
に
合
意
し
、５
月
か
ら
両
国

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
活
動
が
ベ
ト
ナ

ム
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

赴
任
先
は
、北
東
部
の
フ
ー
ト
省
ゼ
ン

村
。同
省
で
最
も
貧
困
率
が
高
い
地
域

の
一
つ
で
、ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
資
金
や

機
材
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
、ヤ
シ
の

葉
で
編
ん
だ「
ノ
ン
」と
い
う
す
げ
が
さ

を
生
産
し
て
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
。し

か
し
、技
術
は
未
熟
で
、販
売
先
も
近
隣

の
市
場
の
み
に
限
ら
れ
る
た
め
、十
分
な

収
入
が
得
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
青
年
海
外
協

力
隊
員
は
市
場
の
開
拓
を
、シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
側
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
生
産
技
術
と

デ
ザ
イ
ン
の
向
上
を
中
心
に
支
援
し
、

「
ノ
ン
」を
村
の
特
産
物
と
し
て
定
着
さ

せ
、ハ
ノ
イ
な
ど
の
観
光
地
で
土
産
品
と

し
て
販
売
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

か
つ
て
は
日
本
の
支
援
を
受
け
て
い

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
す
が
、１
９
９
6
年

に
経
済
開
発
協
力
機
構（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）か

ら
援
助
卒
業
国
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し

た
。そ
の
翌
年
、日
本
と
共
に「
21
世
紀

の
た
め
の
日
本
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル・パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
立
ち
上

げ
、東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）域
内
の
経
済
格
差
の
縮
小
な
ど
を

目
指
し
て
技
術
協
力
の
枠
組
み
づ
く
り

を
実
施
。近
隣
の
開
発
途
上
国
か
ら
研

修
員
を
招
い
て
第
三
国
研
修
を
行
い
、

日
本
の
技
術
の
移
転
と
普
及
に
努
め
て

き
ま
し
た
。今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
共
同

派
遣
は
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
の
活
動
と
し

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、「
国
際
協
力
中
学
生
・

高
校
生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１

０
」の
作
品
募
集
を
開
始
し
ま
す
。今

年
の
テ
ー
マ
は「
行
動
〜
地
球
の
仲
間

の
た
め
に
、私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
〜
」

で
す
。
上
位
入
賞
者
に
は
副
賞
と
し

て
、２
０
１
１
年
の
夏
休
み
に
約
一
週

間
、開
発
途
上
国
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
活
動

な
ど
を
視
察
す
る
海
外
研
修
旅
行
が

贈
ら
れ
ま
す
。応
募
要
項
な
ど
の
詳
細

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w
w
w
.jica.

go.jp/hiroba/m
enu/essay/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
：
６
月
16
日（
水
）〜
９
月

17
日（
金
）

問
：（
社
）青
年
海
外
協
力
協
会

「
J
I
C
A
国
際
協
力
中
学
生
･
高
校

生
エ
ッ
セ
イ
コ
ン
テ
ス
ト
2
0
1
0
」係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：03‐3406‐5274

Ｅ
メ
ー
ル
：jica.essay@

joca.or.jp

　

ま
も
な
く
ア
フ
リ
カ
初
の
サ
ッ
カ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。こ
れ

を
記
念
し
て
J
I
C
A
で
は
、東
京
と

愛
知
の
地
球
ひ
ろ
ば
で
ア
フ
リ
カ
や
ス

ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
楽
し
く
知
る
こ
と
が
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

「K
IC
K
 O
FF A

FR
IC
A
! 

」

ア
フ
リ
カ
の
人
々
が
普
段
使
っ
て
い
る
日

用
品
や
サ
ッ
カ
ー
関
連
グ
ッ
ズ
の
展
示
、

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
、ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標（
M
D
G
s
）の
ア
フ
リ
カ
で
の

達
成
状
況
な
ど
を
紹
介
。

﹇
主
な
展
示
内
容
﹈

・ア
フ
リ
カ
の
代
表
的
な
ス
ポ
ー
ツ

サ
ッ
カ
ー
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
、ラ
グ
ビ
ー
な

ど
、ア
フ
リ
カ
で
人
気
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ

を
紹
介
。

・ア
フ
リ
カ
の
今

サ
ッ
カ
ー
大
好
き
少
年「
ジ
ャ
ン
ボ
君
」

の
日
常
を
通
じ
、教
育
や
保
健
医
療
な

ど
ア
フ
リ
カ
の
現
状
を
伝
え
ま
す
。

・ス
ポ
ー
ツ
と
国
際
協
力

J
I
C
A
、民
間
企
業
、N
G
O
な
ど

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
国
際
協
力
を

パ
ネ
ル
で
紹
介
。

・ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
特
設
コ
ー
ナ
ー

ア
フ
リ
カ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
の
ユ
ニ
ホ

ー
ム
や
サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ッ
ズ
な
ど
を
展
示
。

会
期
：
9
月
5
日（
日
）ま
で　

平
日
10
時
〜
20
時
／
土
日
祝
10
時
〜

18
時（
最
終
日
は
12
時
ま
で
、月
曜
休
館
）

場
所
：
J
I
C
A
地
球
ひ
ろ
ば

問
：0120-767278

U
R
L
：w

w
w
. jica.go.jp/hiroba/

かつての援助国シンガポールが援助のパートナーへ

03アフリカとスポーツをもっと知ろう！

■
愛
知
・
名
古
屋

「W
elcom

e! A
frica

」

ア
フ
リ
カ
で
ス
ポ
ー
ツ
協
力
に
取
り
組
む

N
G
O
や
青
年
海
外
協
力
隊
の
活
動

を
紹
介
す
る
写
真
展
。民
族
衣
装
の
試

着
や
自
分
の
サ
ッ
カ
ー
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
デ

ザ
イ
ン
す
る
コ
ー
ナ
ー
も
。

会
期
：
8
月
1
日（
日
）ま
で

10
時
〜
18
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
、

月
曜
休
館
）

「
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
展
」

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
国
・
南
ア
フ
リ
カ

を
写
真
や
モ
ノ
を
通
じ
て
詳
し
く
楽
し

く
学
べ
ま
す
。

会
期
：
6
月
15
日（
火
）〜
23
日（
水
）、

7
月
6
日（
火
）〜
18
日（
日
）

10
時
〜
18
時（
最
終
日
は
16
時
ま
で
、

月
曜
休
館
）

場
所
：
な
ご
や
地
球
ひ
ろ
ば

問
：052-533-0121

U
R
L
：w

w
w
.jica.go.jp/nagoya-

hiroba/

02ＪＩＣＡ国際協力エッセイコンテスト２０１０
作品募集！

て
初
の
試
み
。こ
れ
か
ら
も
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の

発
展
の
た
め
の
協
力
を
共
に
展
開
し
て

い
き
ま
す
。

ヤシの葉で「ノン」を
作る村の女性

各国代表のユニホームや手作りサッカーボールなどさま
ざまなモノを展示（東京）

■
東
京
・
広
尾



2009年／アメリカ・メキシコ／96分
監督 ： キャリー・ジョージ・フクナガ
出演 ： パウリーナ・ガイタン、エドガー・フロレス
公開 ： 6月19日（土）よりTOHOシネマズ シャンテほか全国順次ロードショー
URL ： www.yami-hikari.com/

企画展「日本の生物多様性とその保全」
 

地球上には3,000万種ともいわれる生物が存在するが、環境汚染
などが原因でその種類は年々減少。日本では3割もの動植物が絶
滅の危機に瀕している。この企画展では、テントウムシのように身
近な生物からトキなど絶滅危惧種まで、多様な生き物の種類や特
徴を学べる。生き物が置かれた環境や保全への取り組みも紹介。

『闇の列車、光の旅』
ホンジュラスからアメリカを目指して列車に乗り込んだ少女サイラ
と、列車を襲ったギャングの一味でありながら仲間を裏切り彼女の
命を救ったメキシコ人のカスペル。移民がひしめく列車で運命的な
出会いを果たした2人が、共にアメリカを目指す姿を描く作品。ギャ
ング組織の中でしか生きられなかった青年と、彼に恋心を抱く純粋
な少女が、信頼関係を築きながら必死に生き抜こうと奮闘する様
は、見る者に深い感動を呼び起こす。監督は本作のためにギャング
と移民に直接取材し、実際に列車の屋根に乗り移民の旅のルート
をたどった。その経験が、ギャング組織の実態や不法移民の現状な
ど、中南米の“闇”の部分をリアルに再現している。

B  OOKM  OVIE

E  VENT

新 着 情 報

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

『カンボジア　子どもたちとつくる未来　

1980年、国民の3分の1が命を落としたカンボジア内戦。その
さなか、ボランティアとしてタイ国境付近の難民キャンプを訪れ
た認定NPO法人「幼い難民を考える会」の設立者・いいぎりゆ
きさんは、栄養失調や不衛生な生活環境に苦しむ子どもたちの
姿を目の当たりにする。その経験をきっかけに活動を始め、以
来、「子ども一人ひとりが尊重され、
安全に成長できる場をつくりたい」
と、給食の提供や保育者の育成と
いった保育事業、母親たちの自立
支援などに取り組んできた。不安定
な情勢の中、現地の子ども、母親、
そして地域の人 と々ともに歩んでき
た30年を、写真家・小林正典氏の
写真とともに振り返る。

B  OOK

『「アジア半球」が世界を動かす』
中国、インド、ASEAN（東南アジア諸国連合）―。グローバル
化とともに相互関係を深めながら、著しい発展を遂げているア
ジアの国々。元シンガポール国連大使でもある著者は、歴史、
文化、思想などの論点から、「なぜアジアの勢いが増すのか」を
分析し、今後、世界の主役になるのはアジアだと予見する。一
方で西欧には、「世界の基準が自
分たちにあると考え、国外に目を向
けていない」「このままでは衰退して
いく」と手厳しい。今、かつての“ア
ジアのリーダー”としての存在感を
急速に失っている日本。私たちはそ
の現実をどのように受け止め、“新
たな世界”とどうつながっていくべき
だろうか。「一人でも多くの日本人
に読んでほしい」と緒方貞子JICA
理事長推薦の一冊。

会期 ： 7月19日（月）まで　9時～17時（金曜は20時まで）
会場 ： 国立科学博物館（東京・上野）
入場料 ： 一般・大学生600円、高校生以下無料
休館日 ： 毎週月曜日（7月19日は開館）
問 ： ハローダイヤル
TEL ： 03-5777-8600
Email ： webmaster@kahaku.go.jp
URL ： www.kahaku.go.jp/ キショール・マブバニ 著／北沢格 訳／緒方貞子 解説

日経BP社
2,310円（税込）

認定NPO法人幼い難民を考える会 編
小林正典 写真
毎日新聞社
2,000円（税込）

○c 2008 Focus Features LLC. All Rights Reserved.

 写真で見る国際協力の30年』

－生き物たちのバランスの中に生きる－
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ソウェトの素顔

Republic of South Africa
［南アフリカ共和国］
 文・写真＝長川 貴博 （フォトグラファー） 

とびきりの笑顔は、ソウェタン
（ソウェトの住民）の証し。子
どもたちは特に輝く。ソウェト、
オーランド・ウエストで

地球ギャラリー vol.21



F

　

ア
フ
リ
カ
大
陸
初
と
い
う
栄
誉
を
担

っ
て
開
催
さ
れ
る
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
が
迫
っ
て
い
る
。

こ
の
国
は
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
な
ど
豊
富
な

鉱
物
資
源
に
恵
ま
れ
、ア
フ
リ
カ
で
は

屈
指
の
経
済
大
国
だ
。

　

し
か
し
、そ
の
歴
史
に
刻
ま
れ
た
悲

劇
を
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。１
９

４
８
年
、本
格
的
に
着
手
さ
れ
た
ア
パ
ル

ト
ヘ
イ
ト（
人
種
隔
離
政
策
）だ
。人
口

の
約
7
割
を
占
め
る
黒
人
の
参
政
権
や

基
本
的
人
権
を
侵
害
し
、白
人
の
み
を

優
遇
す
る
政
策
で
あ
る
。カ
ラ
ー
ド

（
混
血
）や
イ
ン
ド
人
も
侵
害
の
対
象
と

な
っ
た
。〝
人
類
に
対
す
る
罪
〞と
非
難

さ
れ
た
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
完
全
撤
廃

さ
れ
た
の
は
、46
年
後
の
94
年
。わ
ず
か

16
年
前
と
い
う
事
実
に
驚
く
。　

　

南
ア
フ
リ
カ
大
会
の
決
勝
戦
は
、そ

の
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
の
象
徴
的
な
存
在

と
し
て
知
ら
れ
る
最
大
の
旧
黒
人
居
住

区
ソ
ウ
ェ
ト
に
隣
接
す
る
サ
ッ
カ
ー・シ

テ
ィ・ス
タ
ジ
ア
ム
で
行
わ
れ
る
。同
国

最
大
都
市
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
の
郊
外
に

あ
る
。

　

ソ
ウ
ェ
ト
を
語
る
上
で
外
せ
な
い
場

所
が
ク
リ
ッ
プ
タ
ウ
ン
だ
。ア
パ
ル
ト
ヘ
イ

ト
圧
制
下
の
55
年
に
、全
人
種
参
加
の

国
づ
く
り
を
全
人
種
参
加
の
集
会
で

厳
か
に
宣
言
し
た「
自
由
憲
章
」が
採

択
さ
れ
た
地
で
あ
る
。そ
こ
に
立
っ
た

時
に
は
目
を
疑
っ
た
。見
事
に
再
開
発

さ
れ
、ウ
ォ
ル
タ
ー
・シ
ス
ル・ス
ク
エ
ア

と
呼
ば
れ
る
モ
ダ
ン
な
空
間
に
変
ぼ
う

し
て
い
た
か
ら
だ
。こ
れ
が
現
在
の
ソ
ウ

ェ
ト
な
の
か
。最
新
の
シ
ョッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
・マ
ポ
ニ
ャ
モ
ー
ル
に
は
、黒
人
の

貧
困
の
か
け
ら
も
見
い
だ
せ
な
い
。

B.ソウェトの議会と呼ばれるレジナ・ムンディ教会。
反アパルトヘイトの拠点でもあった

D.日曜日のソウェトはにぎやか。キリスト教各宗派の教会でミサが始まる。説教師の話に思
わず泣き出す人が出るほど熱狂的だ

C.1955年に「自由憲章」が採択されたクリップタウンにあるウォルター・シスル・スク
エア。フリーダム・スクエアとも呼ばれ、反アパルトヘイトの歴史が刻まれている

E.サッカーはここでの人気スポー
ツ。プロ選手はあこがれの職業
だ。懸命に練習する子どもの中に
ははだしの子も
F.FIFAワールドカップ南アフリカ
大会の決勝戦が行われるサッカー・
シティ・スタジアム

A.フィラカジ通りより、ソウェトの象徴ツイン・タワー
（旧発電所の冷却塔）を望む

E
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Ｆ
Ｇ

J

I

G.無認可酒場（シェベーン）。いわゆるもぐり営業だが、ソウェトの人々にとって欠かせない社交場でもある

I.マンデラの壁画。ソウェトにはマンデラの住居もある

H.ムジンシュロペの典型的な住居（ホステル型長屋）。3畳ほどの部屋が2つあり、1部屋に4人が身を寄せる
ことも。水道や下水もなく、シャワーとトイレは屋外。はだしの子が多い

　

ソ
ウ
ェ
ト
は
82
平
方
キ
ロ
の
広
さ
を

持
ち
、人
口
は
86
万
人
と
も
３
０
０
万

人
と
も
い
わ
れ
る
。む
ろ
ん
、再
開
発
が

及
ん
で
い
る
地
域
は
限
ら
れ
て
い
る
。そ

の
上
、富
裕
層
と
貧
困
層
の
分
極
化
が

進
む
。民
主
化
後
、政
府
は
福
祉
重
視

の「
復
興
開
発
計
画（
R
D
P
）」か
ら
経

済
重
視
の「
市
場
重
視
政
策（
G
E
A

R
）」へ
と
転
換
し
、２
０
０
４
年
か
ら
は

「
黒
人
経
済
力
増
強
政
策（
B
E
E
）」

の
公
布
に
よ
っ
て
、黒
人
の
間
に
所
得
格

差
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

オ
ー
ラ
ン
ド・ウ
エ
ス
ト
地
区
に
あ
る

フ
ィ
ラ
カ
ジ
通
り
や
マ
セ
コ
通
り
は
、ビ

バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
見
事

な
豪
邸
が
並
ぶ
。片
や
同
地
区
の
一
角

に
あ
る
ム
ジ
ン
シ
ュ
ロ
ペ
に
は
、解
放
後

の
マ
ン
デ
ラ
が
自
身
の
投
獄
前
と
同
じ

だ
と
嘆
い
た
、赤
土
の
道
に
並
ぶ
ブ
リ
キ

の
家
屋
や
、電
気
も
水
道
も
な
い
粗
末

な
長
屋
が
連
な
っ
て
い
る
。こ
の
辺
り
に

は
、ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
時
代
に
地
方
か
ら

の
単
身
赴
任
者
の
受
け
皿
と
な
っ
た
ホ

ス
テ
ル
型
住
居
が
多
い
。窮
屈
な
上
、下

水
や
ト
イ
レ
に
難
儀
す
る
泥
道
の
町

は
、国
内
の
他
の
多
く
の
旧
黒
人
居
住

区
と
変
わ
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

民
主
化
後
の
政
府
は
、R
D
P
で
住

宅
問
題
の
解
消
を
掲
げ
た
。人
並
み
の

住
環
境
を
と
、政
府
が
進
め
る
ア
パ
ー

ト
建
設
は
、ム
ジ
ン
シ
ュ
ロ
ペ
で
は
ス
ト

ラ
イ
キ
で
中
断
し
て
い
た
。所
得
格
差

の
不
満
の
中
、報
酬
や
待
遇
の
改
善
を

要
求
す
る
労
働
者
は
強
気
だ
。

　

豪
邸
と
ト
タ
ン
屋
根
が
地
区
を
隔
て

て
存
在
す
る
ソ
ウ
ェ
ト
。所
得
格
差
の

是
正
や
失
業
率
の
改
善
、イ
ン
フ
ラ
の

充
実
と
課
題
は
多
い
。歴
史
的
な
転
換

を
経
た
国
民
は
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

の
欠
如
に
悩
む
と
も
い
わ
れ
る
。だ
が
、

〝
ソ
ウ
ェ
タ
ン
〞た
ち
は
こ
の
地
を
愛
し
て

い
る
。富
め
る
者
も
貧
し
き
者
も
愛
着

と
誇
り
を
抱
い
て
い
る
。ソ
ウ
ェ
ト
の
素

顔
に
は
、新
生
南
ア
フ
リ
カ
発
展
の
カ

ギ
を
見
た
気
が
し
た
。

K.腕を交差させるのは、地元のサッカーチーム、オーランド・パイレーツの熱烈なファンの証し

L.不法占拠住宅街、スクウォッター・キャンプ。空き地を見つけ、トタンで家を建て、友人や親戚を頼りに住み
つく。ほかの旧タウンシップに比べ、恵まれているソウェトでの不法住宅は後を絶たないと指摘する人もいる

J.マセコ通りは、ビバリーヒルズと称される高級住宅地。子ど
もの身なりも良く、はだしはいない



首都 ： プレトリア
面積 ： 122万ｋ㎡（日本の約3.2倍）
人口 ： 4,790万人（2007年）
公用語 ： 英語、アフリカーンス語、バンツー語など合計11言語
宗教 ： キリスト教約80％、その他ヒンズー教、イスラム教
1人当たり国民総所得（GNI）： 5,726ドル（07年）
経路 ： 直行便はなく、ヨーロッパやアジア、中東経由が一般的なルート。
通貨 ： ランド（ZAR）　1ZAR＝約12.2円（2010年5月現在）
気候 ： 南半球に位置するため、季節は日本と逆。10月～3月が夏、5月～8月が冬。

Republic of
South Africa
南アフリカ共和国

Illustration / Hori Takao

JICAの活動

国内産業を
支える人づくりを
高失業率、人種間の貧富の差、HIV/エイズのまん
延などにより、国の経済活動を担う人材が不足す
る南アフリカ共和国。JICAは、同国政府とともに、
格差の是正、産業界が求める人材の育成などに
取り組んでいる。

　アフリカで最も経済水準が高く、近
年は域内諸国や先進国とパートナー
シップを結び、アフリカの発展をけん引
する南アフリカ共和国。しかし、2008
年の経済成長率は前年の5.1％から
3.1％へと後退。1994年まで続いた
人種隔離政策「アパルトヘイト」は黒
人やアジア人などを差別したため、人
種間の経済力と基礎学力の格差は
大きく、国内産業を担う人材も育って
いない。
　こうした中、同国政府は2014年ま
でに23％という高い失業率（特に若
年層）を減らし、失業者数と貧困層の
半減、経済成長率を年平均6％に引
き上げる方針を掲げ、主に「人材育
成」を重視した政策を展開。これを後

押しするためJICAは、一方通行型で
はなく、共に課題に取り組むパートナー
として、目標の達成に努めている。
　失業率の改善に対しては、産業界
が求める理工系人材の育成に向け産
官学協働方式を提唱。黒人学生が多
いツワネ工科大学をモデルにした研修
事業を展開している。ここではトヨタ自
動車（株）、日産自動車（株）、（株）日
立製作所といったグローバルに展開
する日本企業の協力により、生産性向
上や経営管理ノウハウなどの実践的
な知識と技術が伝えられ、産業界のニ
ーズの理解が深められている。
　また、南アフリカはHIV感染率も高
く、感染者数は約580万人と一国の
感染者数としては世界最多。この大き

な課題の解決に向けJICAは、南アフ
リカを含む感染率が高い南部アフリカ
地域5カ国（ボツワナ、スワジランド、ナ
ミビア、レソト、南アフリカ）のHIV/エイ
ズ対策者を対象に、対策プログラムを
より効率的に計画・実行するためのモ
ニタリング・評価能力強化を図る研修
を実施。また、各国の事情に合わせた
改善策のアドバイスなども行っている。

スワジランドで行われた
HIV/エイズ対策プログ
ラムのモニタリング・評価
の能力強化研修で、意
見交換する参加者たち

ツワネ工科大学でプラント工学につ
いて講演する日立製作所の社員

カレー風味のグラタン
「ボボティ」

南アフリカ共和国料理

地球ギャラリー
Vol.21

　
「
虹
の
国
」と
称
さ
れ
る
ほ
ど
、多
様
な
言
語

と
人
種
か
ら
成
る
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
。食
文

化
に
お
い
て
も
、先
住
民
と
植
民
地
時
代
に
移
住

し
て
き
た
西
欧・ア
ジ
ア
系
移
民
の
故
郷
の
味
が

混
合
し
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
だ
。中
で
も「
ケ
ー

プ
マ
レ
ー
料
理
」は
、オ
ラ
ン
ダ
人
入
植
者
の
食
事

係
だ
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
料
理
が
南
部
ケ
ー

プ
地
方
か
ら
全
国
へ
と
広
ま
り
、こ
の
国
を
代
表

す
る
郷
土
料
理
の
一
つ
と
な
っ
た
。カ
レ
ー
味
に
レ

ー
ズ
ン
の〝
甘
み
〞が
効
い
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。

　

東
京
・六
本
木
に
あ
る「
ゴ
ー
ル
デ
ン・ラ
イ
オ

ン
」で
は
、南
ア
フ
リ
カ
人
シ
ェ
フ
に
よ
る
多
彩
な

郷
土
料
理
を
南
ア
フ
リ
カ
産
の
ワ
イ
ン
と
と
も
に

堪
能
で
き
る
。ケ
ー
プ
マ
レ
ー
料
理「
ボ
ボ
テ
ィ
」

は
、カ
レ
ー
風
味
の
グ
ラ
タ
ン
。食
卓
の
メ
イ
ン
デ

ィ
ッ
シ
ュ
と
し
て
国
民
に
愛
さ
れ
る
一
品
だ
。家

庭
に
よ
っ
て
、ひ
き
肉
の
代
わ
り
に
ラ
ム
肉
や
魚
な

ど
も
使
用
で
き
る
の
で
、楽
し
み
方
も
い
ろ
い
ろ
。

〈
ボ
ボ
テ
ィ
〉

【
材
料（
4
人
前
）】

タ
マ
ネ
ギ
半
個
／
バ
タ
ー
10
g
／
カ
レ
ー
粉
小
さ

じ
２
／
砂
糖
小
さ
じ
１
／
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
小
さ
じ

３
分
の
２
／
ニ
ン
ニ
ク
２
分
の
１
片
／
お
ろ
し
シ
ョ

ウ
ガ
小
さ
じ
２
分
の
１
／
牛
乳
１
０
０
m
l
／
牛

ひ
き
肉
３
０
０
g
／
塩
小
さ
じ
２
分
の
１
／
レ
モ

ン
汁
小
さ
じ
２
分
の
１
／
レ
ー
ズ
ン
20
粒
／
コ
シ
ョ

ウ
少
々
／
ロ
ー
リ
エ
１
枚
／
卵
１
個
／
ア
プ
リ
コ
ッ

ト
ジ
ャ
ム
大
さ
じ
２
／
食
パ
ン
１
枚

【
作
り
方
】

１
．オ
ー
ブ
ン
を
２
０
０
度
に
予
熱
し
て
お
く
。タ
マ

ネ
ギ
を
み
じ
ん
切
り
に
し
、ひ
き
肉
と
一
緒
に

バ
タ
ー
で
い
た
め
る
。カ
レ
ー
粉
、砂
糖
、タ
ー
メ

リ
ッ
ク
、つ
ぶ
し
た
ニ
ン
ニ
ク
、お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ

を
加
え
て
混
ぜ
る
。 

２
．食
パ
ン
を
細
か
く
ち
ぎ
り
牛
乳
に
浸
し
て
お
く
。

３
．1
と
2
に
塩
、レ
モ
ン
汁
、レ
ー
ズ
ン
、コ
シ
ョ

ウ
、ア
プ
リ
コ
ッ
ト
ジ
ャ
ム
を
加
え
よ
く
混
ぜ
、

グ
ラ
タ
ン
皿
に
敷
き
詰
め
、ロ
ー
リ
エ
を
乗
せ

る
。

４
．卵
と
残
り
の
牛
乳
を
泡
立
て
器
で
よ
く
混
ぜ
、

３
の
上
に
か
け
、オ
ー
ブ
ン
で
20
〜
25
分
焼
く
。

☆
ラ
イ
ス（
タ
ー
メ
リ
ッ
ク
ラ
イ
ス
）と
一
緒
に
ど
う

ぞ
。

in 南アフリカ共和国

■JICAの協力実績（技術協力の受入・派遣）
2009年3月31日現在

研修員受入

専門家派遣

青年海外協力隊

シニア海外ボランティア

2008年

49人

25人

5人

1人

累計

1,100人

211人

56人

1人

事務所開設　1997年

日産自動車とツワネ工科
大学の協働で実施された
生産性の研修に参加し
た学生

Golden Lion Pub & Grill
〒106-0032 東京都港区六本木5-18-1 
PURE六本木 4F  
TEL ： 03-3584-9096
17時～翌朝5時
定休日 ： 無休

ボツワナ
ナミビア

レソト

プレトリア

ケープタウン

ヨハネスブルグ

南アフリカ共和国

June 2010                         3637                         June 2010
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本誌をご希望の場合は
送料ご負担にて
お送りいたします。

生物多様性

〒102-8012　東京都千代田区二番町5-25　二番町センタービル1～6階　
TEL：03-5226-9781   FAX：03-5226-6396　URL：http://www.jica.go.jp/　
本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

巻末の払込取扱票に、氏名・住所・
電話番号・ご希望の送付期間・送
付開始月を明記の上、指定の金額
を郵便局でお支払ください。入金の
確認後、発送手配をいたします（入金から1週間程度かかることもありま
すのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバーをご希望の方は
送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申 込 先
住 　 所
T　E　L
F A　X
E m a i l

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp

本誌へのご意見・ご感想や
JICAへのご質問を
お寄せください。

Email : jica@idj.co.jp
F A X :03-3582-5745（『JICA’s World』編集部宛）

① フェアトレードサッカーボール
② 書籍『カンボジア 子どもたちとつくる未来』（p30参照）
③ 書籍『「アジア半球」が世界を動かす』（p30参照）

◎応募締切：2010年7月15日

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記の
上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計処
理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。

プレゼント付き

1 2 3

2010年は「国連生物多様性年」。減少・絶滅の危機に瀕し
ている生物多様性とその保全に向けた国際社会・JICAの取
り組みを紹介します。

   

ス
リ
ラ
ン
カ
と
マ
レ
ー
シ
ア
で
の
在
外
勤
務
を
終
え
て
、
４
月

末
に
日
本
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
２
年
半
ぶ
り
の
日
本
は
、
平
和

で
、
安
全
で
、
衛
生
的
で
、
電
車
の
時
間
は
正
確
で
、
ト
イ
レ

が
き
れ
い
で
、
海
外
か
ら
戻
っ
て
く
る
と
日
本
の
恵
ま
れ
た
環
境

に
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
ま
す
。
日
本
人
は
内
向
き
だ
と
最
近

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
確
か
に
こ
う
し
た
質
の
高
い
モ
ノ
と
サ
ー

ビ
ス
に
あ
ふ
れ
た
日
本
の
中
だ
け
で
生
活
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

あ
え
て
外
に
目
を
向
け
る
必
要
は
感
じ
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、実
際
に
は
、日
々
の
暮
ら
し
は
外
国
と
深
く
つ
な
が
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

先
月
号
の
特
集
で「
相
互
依
存
の
世
界
」を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

私
た
ち
の
安
全
で
文
化
的
な
生
活
を
支
え
て
い
る
多
く
の
モ
ノ

が
、
開
発
途
上
国
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
に
驚
か
れ
た
方
も
多

い
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
た
途
上
国
の
中
に
は
、
経
済
的
、
社
会
的

に
不
安
定
な
国
も
多
く
、
貧
困
や
紛
争
、
病
気
に
苦
し
ん
で
い

る
人
々
も
数
多
く
存
在
し
ま
す
。
私
が
勤
務
し
て
い
た
ス
リ
ラ

ン
カ
は
、
セ
イ
ロ
ン
紅
茶
や
７
つ
あ
る
世
界
遺
産
、
ア
ユ
ー
ル
ベ
ー

ダ
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
イ
ン
ド
洋
に
浮
か
ぶ
島
国
で
す
。
ス
リ

ラ
ン
カ
で
は
26
年
間
続
い
た
内
戦
で
10
万
人
も
の
人
々
が
命
を

落
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ほ
ど
の
犠
牲
を
出
し
た
内
戦
は
よ
う
や

く
１
年
前
に
終
結
し
、
今
ス
リ
ラ
ン
カ
の
人
々
は
民
族
の
融
和
と

国
の
再
建
に
必
死
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
口
に
し
て

い
る
セ
イ
ロ
ン
紅
茶
に
は
、
そ
ん
な
人
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。

　

世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
私
た
ち
の
暮
ら
し
。
そ
う
い
う
目
で

今
月
号
の
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
の
特
集
を
読
ん
で
み
る
と
、
数

字
だ
け
で
は
な
い
姿
も
見
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
途
上

国
は
決
し
て
遠
い
存
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
の
近
く
に

あ
っ
て
、
私
た
ち
の
未
来
を
共
に
つ
く
り
上
げ
て
い
く
国
々
な
の

で
す
。
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パキスタン

インド

　2010FIFAワールドカップ南アフ
リカ大会のキックオフまであとわずか。
ピッチ上を駆ける直径20センチ程の
ボールの行方を、世界中が注目する。
　現在、世界で愛用される手縫いの
サッカーボールの約7割は、パキスタン
製だ。サッカー発祥の国、イギリスの植
民地だったことで、20世紀以降ボール
製造が盛んになった。担い手の多く
は、世界的なスポーツ用品メーカーの
注文を受ける現地企業で、安い労働
力として働く貧しい若者。中には家計
を助けるため、放課後などにボール作
りに従事する少年少女の姿も見られ
る。長さ10センチの2本の針で、数十
枚の堅い皮パネルを縫い合わせる作

業は危険で手間が掛かり、1人1日数
個作るのがやっと。報酬も1個10～40
ルピー（約20～80円）に過ぎない。
　そこで、生産者の労働環境や賃金
の改善、児童労働の撲滅を目指して
立ち上がったのが、フェアトレードを推
進するNGOわかちあいプロジェクト。
国際的なフェアトレード認証機関が、
生産者の労働条件に問題がないと認
定した製品にのみ使用を許可す「フ
ェアトレードラベル」付きのボールの販
売・普及に取り組む。ボール1個（2,500
～4,500円程）の売り上げにつき約100
円が、現地で不足する学校の建設や
診療所の運営などに使われる。
　ブランド名「ASPIRO」とは、ラテン

語で「努力、希望すること」。その名の
通り、より良い生活を夢見てボールを
作り続ける若者たちを支えている。

南アフリカに届け！ フェアトレードサッカーボール
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手縫いのサッカーボール作りに励む

問 ： わかちあいプロジェクト
TEL ： 03-3634-7809
URL ： www.wakachiai.com/
フェアトレードサッカーボールはHPから購入可能。

イスラマバード

★フェアトレードサッカーボール（4号球・練習用）を1人
の方にプレゼント！　詳細は38ページへ→
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 プロサッカー選手  

今野 泰幸
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PROFILE
1983年宮城県出身。私立東北高等学校卒業後、2001年にJリー
グ、コンサドーレ札幌に入団。04年、FC東京へ移籍。05年から日本
代表で活躍し、2010FIFAワールドカップ南アフリカ大会日本代表
にも選出される。04、05、09年にJリーグ優秀選手賞を受賞。08年
より認定NPO法人「世界の子どもにワクチンを日本委員会（JCV）」
のワクチン支援に参加。Jリーグの全試合を対象に、出場するごとに
500人分のワクチンを寄付している。

KONNO YASUYUKI

　以前から、世界的に有名な選手が
チャリティーやボランティア活動に参
加しているのを見て、「自分もサッカー
を通じて何か社会貢献ができない
か」と考えていました。そんなとき、認
定NPO法人「世界の子どもにワクチ
ンを日本委員会（JCV）」の活動を知
りました。
　聞かされたのは、世界で1日4,000
人もの子どもたちが、ワクチンがない
ために予防可能な感染症などで亡く
なっているという現実。でも一方でワ
クチンは、ポリオ（小児マヒ）であれば
一人分約20円。それで一つの命を救
えるんです。「これなら自分も力にな
れるのでは」と協力を申し出ました。
　自分は守備的なポジションなので、
得点したときにワクチンを贈る、という
やり方ではそう多くは支援できませ
ん。そこでリーグ戦やカップ戦など、国
内の公式戦に出場するごとにワクチ

ン500人分を贈るというルールを作り、
2008年から実行しています。できるだ
け休まず試合に出場し続けることは、
プロのサッカー選手として自分がこだ
わる大切な目標の一つ。そのため、シ
ーズン中のハードな日程を乗り切るこ
とのできる、けがに負けない体づくり
に努めています。
　幸いにも、ファンの方々の応援やチ
ームのスタッフに支えられ、これまで
チームの一員としてほとんど欠場せ
ずプレーできています。過去2シーズ
ンで贈ったワクチンの数は、3万7,500
人分になりました。そしてその事実
が、「子どもたちの命を救っている」と
いう喜びと誇り、さらなるモチベーショ
ンへとつながっているのを感じます。
　また07年より、国内の小学生向け
のチャリティーイベント「今野泰幸
CUP」を開催してきました。これは、サ
ッカー好きの子どもたちに夢を与えよ

うと、テクニックを指導したり、ミニゲー
ム、サイン会などを行うというもの。実
はこのイベントでは、ペットボトルのキ
ャップを集め、当日持参するよう子ども
たちに呼び掛けています。そうして集
まったキャップは、換金してワクチン支
援に充てています。サッカーを楽しむ
と同時に、世界の現状について知っ
てもらい、人のため、社会のために行
動できる人間へと成長していく一つ
のきっかけになればと願っています。
　国際協力といっても、自分のスタン
スで無理なくできること、また日本に
いながらにしてできることは、きっとたく
さんあるはずです。自分もプレーする
限り、この活動は長く続けていきた
い。そしていつの日か、ワクチンが贈
られている国に足を運び、子どもたち
に会ってどう喜ばれているかをこの
目で確かめてみたい、そう考えてい
ます。

無理なく自分の
スタンスで


